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内
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は
じ
め
に

　

千
手
観
音
へ
の
信
仰
が
日
本
へ
流
入
し
た
の
は
、
八
世
紀
天
平
期
の
只
中
で

あ
る
。
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
に
は
、
入
唐
僧
玄
昉
に
よ
っ
て
、『
千
手
千

眼
陀
羅
尼
経
』
千
巻
が
書
写
さ
れ
た（

（
（

。
奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
像
の
現

存
作
例
は
、
葛
井
寺
千
手
観
音
像
、
唐
招
提
寺
千
手
観
音
像
な
ど
、
点
数
は
少

な
い
も
の
の
当
時
に
お
け
る
一
級
品
が
多
い
。
奈
良
時
代
の
千
手
観
音
信
仰
に

関
す
る
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
存
作
例
に
対
す
る
分
析
を
手
が
か
り
に
、

そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
て
き
た
。
従
来
、
奈
良
時
代
に
お

け
る
千
手
観
音
は
、
空
海
請
来
以
前
の
初
期
密
教
信
仰
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る

鎮
護
国
家
の
役
割
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
奈
良
時
代
の
千
手
観
音
像
は
現
存
作
例
が
少
な
く
、
そ
の
信
仰
が
実

際
に
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
不
明
な
部
分
も
多
い
。そ
こ
で
本
稿
で
は
、

奈
良
時
代
に
お
け
る
平
城
京
の
千
手
観
音
像
の
現
存
作
例
、
お
よ
び
文
献
ま
た

は
文
字
史
料
に
お
け
る
千
手
観
音
像
の
造
像
例
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作

背
景
や
役
割
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
奈
良
時
代
当
時
の
日
本
の
社
会
情
勢
を

鑑
み
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
役
割
が
千
手
観
音
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
検
討
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

平
城
京
以
外
で
の
造
像
に
も
分
析
を
加
え
た
い
。

一
．
奈
良
時
代
平
城
京
の
千
手
観
音
像

　
　
　
（
1
）
千
手
観
音
像
の
現
存
作
例

　

奈
良
時
代
平
城
京
で
造
像
さ
れ
た
千
手
観
音
像
と
し
て
現
存
し
て
い
る
も
の

は
、
①
東
大
寺
二
月
堂
光
背
表
面
線
刻
、
②
唐
招
提
寺
金
堂
千
手
観
音
像
で
あ

る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
像
に
つ
い
て
、
像
と
関
連
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ

日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
史
研
究
の
動
向
と
そ
の
展
望

―
宋
元
時
代
を
中
心
に
　
改
訂
増
補
版
（
上
）

―
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川
　
裕
　
充
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と
を
検
証
し
て
い
く
。

①
東
大
寺
二
月
堂
光
背
表
面
線
刻
（
図
1
）

　

東
大
寺
二
月
堂
は
、
東
大
寺
東
側
の
山
地
に
造
立
さ
れ
た
堂
舎
で
あ
る
。
こ

の
一
帯
は
い
わ
ゆ
る
東
大
寺
前
身
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
上
院
地
区
と
呼
ば
れ

る
場
所
で
あ
り
、
天
平
期
に
は
二
月
堂
の
ほ
か
、
千
手
堂
、
法
華
堂
、
阿
弥
陀

堂
も
建
立
さ
れ
、
一
つ
の
伽
藍
を
形
成
し
て
い
た
。
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）

九
月
に
東
大
寺
大
仏
の
鋳
造
が
始
ま
る
前
、
東
大
寺
に
は
そ
の
前
身
寺
院
に
あ

た
る
金
鐘
寺
・
福
寿
寺
と
呼
ば
れ
る
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
二
月
堂
や
法
華
堂
は
福
寿
寺
を
構
成
し
て
い
た（

（
（

。
二
月
堂
は
、『
東

大
寺
要
録
』
で
は
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
の
創
建
と
さ
れ
て
お
り
、『
正

倉
院
文
書
』
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
正
月
「
倉
代
西
端
雑
物
下
用
帳
」（
注
：『
大

日
本
古
文
書
』
六
巻
四
六
五
頁
）
に
造
東
大
寺
司
よ
り
緋
端
畳
・
絁
紺
帳
を
十

一
面
悔
過
衆
僧
座
料
と
し
て
貸
与
す
る
と
い
う
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
八
世
紀
後
半
に
は
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

十
一
面
観
音
像
の
光
背
は
、表
と
裏
に
そ
れ
ぞ
れ
線
刻
画
が
描
か
れ
て
い
る
。

表
面
に
は
千
手
観
音
像
、
裏
面
に
は
蓮
華
蔵
世
界
図
が
見
ら
れ
る
。
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
の
火
災
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
部
分
が
欠
け
て
い
る
。
線
刻
画

は
中
野
敬
子
氏
に
よ
っ
て
ト
レ
ー
ス
図
が
作
成
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
本
稿
に
お
い
て

も
こ
の
ト
レ
ー
ス
図
（
図
2
）
を
踏
ま
え
た
上
で
論
考
を
進
め
る
。

　

表
面
に
は
、
十
一
面
千
手
観
音
を
中
心
と
し
て
多
数
の
如
来
・
菩
薩
・
天
部

形
が
そ
れ
を
取
り
囲
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
光
背
最
上
部
の
三
層
に
は
仏

菩
薩
が
並
ん
で
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
化
仏
を
収
め
た
四
角
形
の
区
画

が
並
ん
で
い
る
。
化
仏
群
の
中
央
に
は
、
十
一
面
千
手
観
音
像
が
中
心
に
大
き

く
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
周
辺
部
分
に
如
来
が
並
び
、
さ
ら
に
下
方
、
千
手
観

音
の
左
右
に
十
四
体
の
菩
薩
が
描
か
れ
て
い
る
。
千
手
観
音
の
足
元
よ
り
下
に

は
、
合
掌
す
る
人
物
が
並
び
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
天
部
形
と
力
士
風
の
人
物

図1　�東大寺二月堂光背表面線刻�
奈良国立博物館

図2　�東大寺二月堂光背表面線刻�
トレース図　中野敬子氏作図
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奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

が
描
か
れ
て
い
る
。

　

裏
面
に
は
、
盧
舎
那
仏
を
頂
点
と
す
る
層
状
の
世
界
、
す
な
わ
ち
蓮
華
蔵
世

界
が
表
さ
れ
て
い
る
。
光
背
最
上
部
に
は
表
面
と
同
じ
く
三
層
に
わ
た
っ
て
仏

菩
薩
が
並
ん
で
い
る
。
最
上
部
三
層
の
下
か
ら
光
背
下
部
ま
で
、
二
十
一
層
に

分
け
ら
れ
た
天
界
が
表
さ
れ
、
一
つ
一
つ
の
層
に
は
菩
薩
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
。
天
界
の
下
側
に
は
須
弥
山
と
そ
れ
を
囲
む
海
が
表
さ
れ
、
海
の
南
側
に
浮

か
ぶ
贍
部
州
を
大
き
く
描
き
、
贍
部
州
の
す
ぐ
下
に
釈
迦
三
尊
が
描
か
れ
て
い

る
。
地
上
世
界
の
下
方
は
世
界
最
下
部
で
あ
る
地
獄
が
描
か
れ
て
い
る
。
蓮
華

蔵
世
界
は
、
東
大
寺
大
仏
の
蓮
弁
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
二
月
堂
光
背

に
描
か
れ
た
贍
部
州
の
図
様
は
、
大
仏
蓮
弁
線
刻
画
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
と

一
致
し
て
お
り
、
両
者
の
繋
が
り
が
窺
え
る
。
し
か
し
蓮
弁
線
刻
画
に
描
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
二
十
五
層
の
天
界
の
う
ち
上
部
三
層
を
無
文
と
は
し
て
い
な

い
。

　

蓮
華
蔵
世
界
に
お
い
て
、
菩
薩
は
十
の
段
階
す
な
わ
ち
十
地
を
上
昇
し
て
悟

り
へ
と
近
づ
く
。
そ
れ
に
伴
っ
て
菩
薩
は
、
そ
の
姿
を
閻
浮
提
王
、
転
輪
聖
王

…
と
い
う
よ
う
に
変
え
最
後
に
摩
醯
首
羅
天
王
と
な
る
。
そ
れ
と
同
様
に
そ
の

居
場
所
も
閻
浮
提
、
忉
利
天
…
と
変
わ
り
最
後
に
は
色
究
竟
天
へ
と
変
わ
る
。

こ
の
移
動
は
菩
薩
が
地
上
か
ら
天
へ
と
上
昇
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（
（

。

稲
本
泰
生
氏
は
、
二
月
堂
光
背
の
表
面
と
裏
面
の
図
像
を
詳
細
に
分
析
し
、
裏

面
が
前
提
と
す
る
『
梵
網
経
』
を
最
も
重
要
な
経
典
と
し
、
大
仏
蓮
弁
と
共
通

す
る
世
界
観
に
基
づ
く
図
像
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（
（

。
一
方
の
表
面
は
『
千

手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
礙
大
悲
心
陀
羅
尼
経
』（
以
下
、『
千
手
経
』）

を
主
要
な
所
依
経
典
と
し
た
、
補
陀
落
山
に
お
け
る
神
変
の
場
面
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

二
月
堂
光
背
が
、
蓮
華
蔵
世
界
と
補
陀
落
山
と
で
表
裏
を
構
成
し
て
い
る
理

由
は
後
に
検
討
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
二
月
堂
に
お
い
て
大
仏
蓮
弁
と
共

通
す
る
世
界
観
に
基
づ
い
た
図
像
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

②
唐
招
提
寺
千
手
観
音
像
（
図
3
）

　

唐
招
提
寺
金
堂
に
は
、
中
央
に
盧
舎
那
仏
像
、
向
か
っ
て
左
側
に
千
手
観
音

像
、
向
か
っ
て
右
に
薬
師
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
盧
舎
那
仏
像
は
脱
活

乾
漆
造
、
千
手
観
音
像
と
薬
師
如
来
像
は
木
心
乾
漆
造
で
あ
る
。
盧
舎
那
仏
像

は
光
背
に
千
仏
を
表
し
、
八
重
蓮
華
座
の
上
に
坐
し
、『
梵
網
経
』
に
説
か
れ

る
蓮
華
蔵
世
界
の
盧
舎
那
仏
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
千
手

観
音
像
は
千
の
小
手
を
表
し
て
い
る
ほ
か
、
四
十
二
の
大
手
を
表
し
て
い
る
。

金
堂
は
、
天
応
元
年
（
七
八
一
）
以
降
、
鑑
真
の
弟
子
で
あ
る
如
宝
が
大
同
元

年
（
八
〇
六
）
に
小
僧
都
に
就
任
す
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
建
立
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
像
の
制
作
時
期
に
関
し
て
は
、
盧
舎
那
仏
像
の
み
鑑
真
在
世

中
に
制
作
さ
れ
、
千
手
観
音
像
が
延
暦
年
間
の
前
半
、
薬
師
如
来
像
が
延
暦
十

五
年
（
七
九
六
）
頃
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

盧
舎
那
仏
像
・
千
手
観
音
像
・
薬
師
如
来
像
を
一
具
と
し
て
安
置
す
る
意
図

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
天
下
三
戒
壇
で
あ
る
東
大
寺
・
観
世
音
寺
・
下
野
薬
師
寺
の
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本
尊
と
し
て
対
応
さ
せ
る
た
め
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が（

（
（

、
重
ね
て
、
鑑
真
の
千

手
観
音
に
対
す
る
信
仰
に
つ
い
て
も
、
幾
度
か
言
及
さ
れ
て
き
た
。『
唐
大
和

上
東
征
伝
』（
以
下
、『
東
征
伝
』）
に
「
彫
白
栴
檀
千
手
像
一
躯
。
繍
千
手
像

一
鋪
（
（1
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鑑
真
が
二
体
の
千
手
観
音
像
を
携
え
て
来
朝
し
た

こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（
（1
（

。こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

鑑
真
が
千
手
観
音
に
対
し
て
何
ら
か
の
信
仰
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
同
じ
く
『
東
征
伝
』
末
尾
に
は
、「
千
臂
経
云
。
臨
終
端
坐
如
入
禅
定
。

当
知
此
人
已
入
初
地
（
（1
（

。」と
鑑
真
臨
終
の
場
面
で「
千
臂
経
」が
登
場
し
て
い
る
。

こ
の
「
千
臂
経
」
は
、
智
通
訳
『
千
眼
千
臂
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
神
呪
経
』、

あ
る
い
は
菩
提
流
志
訳
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
姥
陀
羅
尼
身
経
』
を
示
す
と

考
え
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。

　
『
東
征
伝
』
の
成
立
は
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
で
あ
り
、
金
堂
千
手
観
音
像

制
作
と
近
い
時
期
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
東
征
伝
』
に
お
け
る
「
千
臂
経
」

と
そ
の
功
徳
に
対
す
る
認
識
は
金
堂
千
手
観
音
像
制
作
に
お
い
て
も
存
在
し
て

い
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。

　

さ
ら
に
、
唐
招
提
寺
千
手
観
音
像
に
は
、『
千
眼
千
臂
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼

神
呪
経
』
や
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
姥
陀
羅
尼
身
経
』
だ
け
で
な
く
、『
千

手
経
』
の
内
容
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
千
手
観
音
の
手
に
よ
る
功
徳
を
、
四
十

本
に
限
定
し
て
記
述
し
て
い
る
の
は
『
千
手
経
』
の
み
で
あ
る
。
唐
招
提
寺
像

の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
千
手
観
音
像
は
大
手
を
四
十
二
本
で
表
す

が
、
こ
れ
は
『
千
手
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
四
十
手
の
う
ち
、
宝
鉢
手
と
合
掌

手
に
そ
れ
ぞ
れ
二
本
の
手
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
唐
招
提

寺
像
は
、
千
手
観
音
が
持
つ
四
十
手
の
功
徳
に
つ
い
て
説
く
『
千
手
経
』
の
影

響
か
、
あ
る
い
は
『
千
手
経
』
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
千
手
観
音
像
の
影
響

を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
2
）
史
料
に
見
え
る
奈
良
時
代
の
千
手
観
音
像
の
造
像

　

奈
良
時
代
に
平
城
京
で
造
像
さ
れ
た
千
手
観
音
像
に
つ
い
て
、
文
献
に
記
載

の
あ
る
例
と
し
て
、
①
東
大
寺
千
手
堂
、
②
大
安
寺
華
厳
院
、
③
東
大
寺
西
南

院
が
あ
る
。
東
大
寺
千
手
堂
や
大
安
寺
華
厳
院
に
つ
い
て
は
既
に
詳
細
な
先
行

研
究
が
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
像
に
つ
い
て
、
制
作
背
景
を
整
理
す
る
た

図3　千手観音像　奈良・唐招提寺

美術44_01矢内悠葵氏1C_三[1-24].indd   4美術44_01矢内悠葵氏1C_三[1-24].indd   4 2023/02/24   10:57:092023/02/24   10:57:09



5

奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

め
、
先
行
研
究
と
史
料
を
ま
と
め
て
い
く
。

①
東
大
寺
千
手
堂
千
手
観
音
像

　

東
大
寺
千
手
堂
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
場
所
は
天
平
勝
宝
六
年
（
七

五
四
）
の
「
東
大
寺
山
堺
四
至
図
」
や
『
扶
桑
略
記
』、『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』

等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
千
手
堂
は
大
仏
殿
の
北
東
、
現
在
の
手
向
山

八
幡
宮
と
法
華
堂
の
中
間
の
高
地
に
西
を
向
い
て
建
て
ら
れ
て
い
た
。
千
手
堂

も
ま
た
、
先
に
触
れ
た
二
月
堂
と
同
じ
く
福
寿
寺
の
伽
藍
を
構
成
す
る
堂
宇
で

あ
っ
た
。「
東
大
寺
山
堺
四
至
図
」
に
は
羂
索
堂
（
法
華
堂
）
と
千
手
堂
し
か

描
か
れ
ず
、
上
院
地
区
に
お
い
て
は
こ
の
二
堂
が
主
要
な
建
物
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

千
手
堂
の
史
料
上
の
初
見
は
天
平
十
九
年
（
七
四
九
）
正
月
二
十
七
日
「
大

灌
頂
奉
請
注
文
」
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
福
山
敏
男

氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た（
（1
（

。
千
手
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
仏
像
類
は
現
存

し
て
い
な
い
が
、『
東
大
寺
要
録
』
お
よ
び
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に
よ
る
と
、

千
手
観
音
像
の
ほ
か
に
銀
製
盧
舎
那
仏
像
と
屏
風
仏
像
三
枚
が
置
か
れ
て
い
た

と
い
う
。
福
山
氏
は
『
正
倉
院
文
書
』
所
収
「
種
々
収
納
銭
注
文
」
の
「
合
十

三
貫
一
百
文
良
弁
大
徳
奉
納
銀
仏
料
（
（1
（

」
の
「
銀
仏
」
が
千
手
堂
銀
盧
舎
那
仏
像

を
指
し
て
い
る
と
考
え
、
千
手
堂
と
良
弁
の
関
係
性
を
指
摘
し
た
。
堀
池
春
峰

氏
は
天
平
十
八
年
十
月
に
盧
舎
那
仏
像
の
燃
燈
供
養
を
行
っ
た
金
鐘
寺
金
堂
こ

そ
が
千
手
堂
で
あ
り
、
銀
盧
舎
那
仏
像
は
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
以
来
行
わ

れ
て
き
た
『
華
厳
経
』
講
説
の
本
尊
と
し
て
造
像
さ
れ
た
と
考
え
た（
（1
（

。
千
手
堂

と
法
華
堂
を
金
鐘
寺
と
す
る
堀
池
氏
の
意
見
に
対
し
て
は
一
考
の
余
地
が
残
る

が
、
華
厳
教
学
と
強
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
良
弁
（
（1
（

が
銀
仏
に
奉
納
を
し
た
こ
と

は
重
要
な
点
で
あ
る
。
ま
た
、
児
島
大
輔
氏
は
、
銀
製
の
盧
舎
那
仏
像
を
説
く

経
典
が
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
の
み
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（
（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
千
手
堂
千
手
観
音
像
が
『
華
厳
経
』
や
『
不

空
羂
索
神
変
真
言
経
』
と
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
千
手
観
音
像

が
『
華
厳
経
』
や
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
と
ど
の
よ
う
な
関
連
を
持
っ
て

い
た
か
に
つ
い
て
の
考
察
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
の
三
者
の
関
係
が
天
平
十

九
年
正
月
の
時
点
で
東
大
寺
に
お
い
て
確
立
さ
れ
て
い
た
点
に
注
意
し
た
い
。

②
大
安
寺
華
厳
院
千
手
観
音
像

　

大
安
寺
華
厳
院
に
安
置
さ
れ
て
い
た
千
手
観
音
像
は
現
存
こ
そ
し
て
い
な
い

が
、
福
山
敏
男
氏
と
堀
池
春
峰
氏
に
よ
り
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
福
山
氏

は
、『
正
倉
院
文
書
』
の
記
録
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
安
寺
華
厳
院

に
は
高
さ
三
丈
の
盧
舎
那
仏
像
と
、
千
手
観
音
画
像
、
不
空
羂
索
観
音
画
像
が

安
置
さ
れ
て
い
た
と
想
定
し
た
。
以
下
、
大
安
寺
華
厳
院
に
つ
い
て
の
福
山
氏

と
堀
池
氏
の
先
行
研
究
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
閏
五
月
十
日
始
ま
り
の
「
進
送
大
安
寺
華
厳
紙

注
文
」
に
よ
る
と
、
六
月
四
日
ま
で
東
大
寺
写
経
所
か
ら
、
麻
紙
三
百
巻
あ
ま

り
と
表
紙
が
大
安
寺
に
送
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
「
二
十
八
日
六
巻
一
尺
六

寸
麻　　
紙
使
百
斎

」と
（
（2
（
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い
う
記
述
は
、「
華
厳
院
」
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
天
平
勝
宝
元
年
閏
五
月
二
十

八
日
「
東
大
寺
写
経
所
牒
」
の
「
麻
紙
六
巻
百
廿
張
一
尺
六
寸
麻
紙　

十
九

巻
者
先
進
巳
訖　

在
限
巳
了

紙
（
（2
（

」
と
い
う
記
述

と
一
致
す
る
。
福
山
氏
は
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
大
寺
写
経
所
が
麻
紙
を
送
っ
た

先
は
華
厳
院
で
あ
り
、こ
の
華
厳
院
が
大
安
寺
に
あ
っ
た
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

こ
れ
に
加
え
て
堀
池
氏
は
、「
東
大
寺
装
潢
所
紙
進
送
文
」
の
「
進
迭
大
安
寺

写
所
所
紙
（
中
略
）
市
原
王

蒙
長
官
王
宣
称
、
為
奉
写
花
厳
経（
（2
（

」
と
い
う
記
述
を

も
と
に
、
大
安
寺
に
送
ら
れ
た
麻
紙
が
、
市
原
王
の
宣
に
よ
る
大
安
寺
華
厳
経

書
写
に
当
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
出
来
事
と
同
年
の
天
平
勝
宝
元
年
閏
五
月
十
一
日
の
「
大
安

寺
造
仏
所
解
（
（2
（

」
に
よ
る
と
、
大
安
寺
造
仏
所
は
東
大
寺
に
対
し
て
、
大
安
寺
盧

舎
那
仏
像
に
使
用
す
る
白
青
・
緑
青
・
白
緑
な
ど
を
請
求
し
て
い
る
。
以
上
の

記
録
か
ら
、
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
閏
五
月
以
前
に
大
安
寺
造
仏
所
が
設

け
ら
れ
、
盧
舎
那
仏
像
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
『
華
厳
経
』
が
書
写

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
福
山
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

ま
た
「
天
平
廿
年
八
月
以
来
上
日
帳
（
（2
（

」
は
、
天
平
二
十
年
八
月
か
ら
天
平
勝

宝
元
年
八
月
ま
で
の
東
大
寺
で
の
上
日
（
勤
務
日
）
を
記
載
し
て
い
る
。「
上

日
帳
」
記
載
の
阿
刀
酒
主
と
い
う
人
物
は
、
閏
五
月
の
上
日
日
が
少
な
く
、「
大

寺
よ
り
餘
り
（
（2
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
酒
主
は
閏
五
月
の
多
く
は
大
安

寺
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
福
山
氏
は
、
割
注
の
「
高
さ
三
丈
の
盧
舎

那
仏
像
」
に
つ
い
て
、
東
大
寺
に
は
高
さ
三
丈
の
盧
舎
那
仏
像
は
存
在
し
な
い

た
め
、
大
安
寺
の
盧
舎
那
仏
像
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
。
ま
た
「
一
舖
」
と

い
う
数
え
方
や
、
大
安
寺
造
仏
所
が
先
述
の
「
大
安
寺
造
仏
所
解
」
で
顔
料
を

請
求
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
盧
舎
那
仏
像
は
画
像
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
同
書
の
志
斐
万
呂
の
項
目
に
あ
る
高
さ
一
丈
五
尺
の
「
千
手
菩
薩

一
輔
・
不
空
菩
薩
一
輔
」
に
関
し
て
も
、
こ
の
盧
舎
那
仏
像
と
同
時
に
、
お
そ

ら
く
そ
の
両
脇
侍
と
し
て
描
か
れ
た
画
像
で
あ
っ
た
と
福
山
氏
は
想
定
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
福
山
氏
に
依
れ
ば
、
大
安
寺
華
厳
院
に
は
天
平
勝
宝
元
年
閏
五

月
か
ら
六
月
ご
ろ
に
盧
舎
那
仏
・
千
手
観
音
・
不
空
羂
索
観
音
で
三
尊
構
成
を

な
す
絵
画
が
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
福
山
氏
と
堀
池
氏
の
先
行
研
究
を
元
に
、
大
安
寺
華
厳
院
に
お

け
る
千
手
観
音
像
の
制
作
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
盧
舎
那
仏
像
と
千
手
観
音
像

を
共
に
安
置
し
て
い
る
点
は
東
大
寺
千
手
堂
と
共
通
し
て
い
る
。
一
方
で
、
大

安
寺
華
厳
院
で
は
こ
れ
に
不
空
羂
索
観
音
像
も
加
え
て
い
る
。
こ
の
三
尊
が
ど

の
よ
う
な
関
係
性
を
持
ち
、な
ぜ
三
尊
を
構
成
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
が
、

奈
良
時
代
の
平
城
京
に
お
け
る
千
手
観
音
を
考
え
る
上
で
重
要
な
要
素
と
な
っ

て
く
る
。

③
東
大
寺
西
南
院
千
手
観
音
像

　

西
南
院
千
手
観
音
像
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
成
立

『
東
大
寺
要
録
』
所
引
の
「
弘
法
大
師
御
遺
告
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
要

録
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
西
南
院
は
岩
淵
僧
正
の
弟
子
が
勅
命
に
よ
っ
て
大
安
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7

奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

寺
か
ら
東
大
寺
に
移
り
、
建
立
し
た
と
い
う（
（2
（

。

　

そ
の
西
南
院
に
は
、
丈
六
金
色
の
釈
迦
如
来
像
、
薬
師
如
来
像
、
千
手
観
音

像
等
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
像
の
発
願
は
天
平
神
護
年
間
、「
女
親

王
藤
原
貞
子
」
な
る
人
物
に
よ
っ
て
鎮
護
国
家
の
た
め
に
な
さ
れ
た
と
あ
る
。

天
平
神
護
中
に
こ
の
「
女
親
王
藤
原
貞
子
」
が
存
在
し
た
と
い
う
記
録
は
他
に

無
い
が
、「
藤
原
」
と
い
う
姓
か
ら
藤
原
不
比
等
の
娘
で
あ
る
光
明
皇
后
と
、

聖
武
天
皇
の
間
に
生
ま
れ
た
阿
部
内
親
王
（
孝
謙
天
皇
）
の
こ
と
を
示
す
可
能

性
は
あ
る
。
た
だ
し
、『
要
録
』
の
「
天
平
神
護
」
と
い
う
時
代
設
定
は
岩
淵

僧
正
の
生
き
る
時
代
と
や
や
ず
れ
て
お
り
、
こ
の
記
述
が
ど
こ
ま
で
真
実
を
伝

え
て
い
る
か
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

岩
淵
僧
正
と
は
、
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
か
ら
天
長
五
年
（
八
二
八
）

に
大
安
寺
を
中
心
に
活
動
し
た
、
空
海
の
師
と
さ
れ
て
い
る
勤
操
の
こ
と
で
あ

る
（
（2
（

。
西
南
院
諸
像
の
建
立
状
況
に
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
と
も
あ

れ
西
南
院
造
立
に
空
海
の
師
で
あ
る
勤
操
が
関
与
し
た
と
十
二
世
紀
初
頭
に
は

考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

二
．
奈
良
時
代
平
城
京
に
お
け
る
千
手
観
音
像
の
役
割

　

こ
こ
ま
で
、
千
手
観
音
像
の
現
存
作
例
、
及
び
史
料
の
記
載
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
造
像
例
に
注
目
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
目
に

付
く
。

　

一
点
目
は
、
東
大
寺
千
手
堂
千
手
観
音
像
が
、
銀
を
素
材
と
し
て
制
作
さ
れ

て
い
る
銀
仏
と
共
に
安
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
銀
」
と
関
係
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
銀
仏
の
造
像
は
十
世
紀
以
降
に
な
る
と
薬
師
如
来
像
や
阿
弥
陀
如
来

像
な
ど
が
増
え
て
い
く
が
、
九
世
紀
以
前
に
お
い
て
は
盧
舎
那
仏
像
や
釈
迦
如

来
像
の
方
が
多
い
（
（2
（

。
そ
し
て
二
点
目
は
、
盧
舎
那
仏
像
、
あ
る
い
は
釈
迦
如
来

像
と
共
に
安
置
さ
れ
て
い
る
作
例
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ

の
二
つ
の
特
徴
か
ら
、
千
手
観
音
の
役
割
を
考
察
し
て
い
く
。

　
　
　
（
1
）
銀
仏
と
観
音
像
の
関
係

　

東
大
寺
千
手
堂
千
手
観
音
像
は
、
銀
製
の
盧
舎
那
仏
像
と
共
に
安
置
さ
れ
て

い
た
。
こ
こ
で
、「
銀
」
と
い
う
素
材
に
着
目
す
る
と
、
千
手
観
音
像
の
他
に

も
「
銀
」
と
関
係
の
あ
る
不
空
羂
索
観
音
像
の
作
例
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い

る
こ
と
に
思
い
当
た
る
。

　

現
存
作
例
と
し
て
は
、
東
大
寺
千
手
堂
の
横
に
建
立
さ
れ
て
い
た
法
華
堂
の

不
空
羂
索
観
音
像
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
像
は
像
高
三
六
二
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
巨
像
で
あ
り
な
が
ら
も
、
均
整
の
と
れ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
細
部
ま

で
丁
寧
に
彫
ら
れ
た
着
衣
な
ど
、
優
れ
た
出
来
栄
え
を
見
せ
る
八
世
紀
の
脱
活

乾
漆
像
で
あ
る
。

　

こ
の
像
の
宝
冠
は
、
唐
草
紋
様
か
ら
な
る
基
部
に
、
翡
翠
・
琥
珀
・
水
晶
・

真
珠
・
吸
玉
な
ど
か
ら
作
ら
れ
た
勾
玉
・
管
玉
・
切
子
玉
・
小
玉
な
ど
の
装
飾

が
施
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。
各
部
に
は
立
体
で
大
型
の
蓮
華
が
付
属
し
、
中
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心
か
ら
放
射
状
に
光
が
放
た
れ
て
い
る
様
が
表
さ
れ
て
い
る
。
宝
冠
の
正
面
に

は
化
仏
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
化
仏
は
銀
製
で
あ
る
。
法
華
堂
不
空
羂
索

観
音
像
の
宝
冠
に
銀
仏
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、『
不
空

羂
索
神
変
真
言
経
』
で
「
毘
盧
遮
那
如
来
、
身
檀
金
色
或
白
銀
色
、
結
加
趺
坐
、

身
上
溥
放
金
色
光
焔
、
或
白
色
光
（
（2
（

」
と
、
盧
舎
那
仏
の
身
色
を
「
白
銀
」
と
説

明
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
す
る
説
が
あ
る（
（3
（

。『
梵
網
経
』
や
『
華

厳
経
』で
は
釈
迦
如
来
が
盧
舎
那
仏
の
化
身
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、

宝
冠
化
仏
も
盧
舎
那
仏
の
化
身
と
し
て
の
釈
迦
如
来
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
可

能
な
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
法
華
堂
不
空
羂
索
観
音
像
が
『
華
厳
経
』
の

十
地
思
想
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
既
に

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
く
。

　

不
空
羂
索
観
音
像
の
持
つ
性
質
に
つ
い
て
、浅
井
和
春
氏
は
『
華
厳
経
』「
十

地
品
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
た（
（3
（

。「
十
地
品
」
は
菩
薩
の
修
行
段
階
を
初
地
、

第
二
地
、
第
三
地
…
と
い
う
よ
う
に
十
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
歓
喜
地
、
離
垢
地
、

発
光
地
…
と
名
付
け
て
い
る
。
菩
薩
は
こ
の
段
階
を
上
昇
す
る
に
従
っ
て
そ
の

姿
を
変
じ
る
の
だ
が
、
浅
井
和
春
氏
は
そ
の
う
ち
第
十
地
、
す
な
わ
ち
法
雲
地

の
菩
薩
が
摩
醯
首
羅
天
（
大
自
在
天
）
に
な
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
浅
井
氏
は

さ
ら
に
、
不
空
羂
索
観
音
の
関
係
経
典
で
は
不
空
羂
索
観
音
の
姿
が
摩
醯
首
羅

天
に
似
る
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
、『
大
智
度
論
』
で
説
か
れ
る
三
目
八
臂
の
摩

醯
首
羅
天
の
姿
が
法
華
堂
の
不
空
羂
索
観
音
像
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
こ
こ
に
不
空
羂
索
観
音
像
と
『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
と
の
関
連
性
を
見

出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
長
岡
龍
作
氏
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
に
説

か
れ
る
不
空
羂
索
観
音
の
基
盤
に
は
「
天
を
化
導
す
る
」
と
い
う
役
割
が
あ
る

こ
と
に
注
目
し
、
不
空
羂
索
観
音
像
が
十
地
の
階
梯
を
昇
る
諸
菩
薩
を
導
く
観

音
と
し
て
造
像
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
た（
（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
東
大
寺
法
華
堂
不
空

羂
索
観
音
像
は
『
華
厳
経
』「
十
地
品
」
の
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
銀
に
関
わ
る
作
例
は
、
九
世
紀
の
も
の
に
な
る
が
、『
安
祥
寺
資

財
帳
』に
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
祥
寺
は
嘉
祥
元
年（
八
四
八
）、

仁
明
天
皇
女
御
（
文
徳
天
皇
母
）
藤
原
順
子
の
帰
依
を
受
け
て
、
恵
運
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
た
。
安
祥
寺
に
は
恵
運
が
請
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
五
智
如
来
像

図4　不空羂索観音像宝冠　奈良・東大寺
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奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
成
立
の
『
安
祥
寺
資

財
帳
』
に
よ
る
と
、
安
祥
寺
に
は
毘
盧
遮
那
如
来
像
、
六
臂
不
空
羂
索
観
音
像
、

釈
迦
如
来
像
二
軀
、
脇
侍
像
二
軀
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
像

は
い
ず
れ
も
「
太
皇
太
后
」
す
な
わ
ち
藤
原
順
子
の
発
願
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

「
純
銀
」
で
作
ら
れ
て
い
た（
（3
（

。
こ
の
例
で
は
、
不
空
羂
索
観
音
像
そ
の
も
の
が

銀
で
で
き
て
お
り
、
そ
の
上
と
も
に
安
置
さ
れ
て
い
る
盧
舎
那
仏
像
や
釈
迦
如

来
像
も
銀
製
で
あ
る
。
銀
製
の
盧
舎
那
仏
像
が
共
に
安
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
は
、
東
大
寺
千
手
堂
と
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
不
空
羂
索
観
音
像
も
ま
た
東
大
寺
千
手
堂
千
手
観
音
像
と
同

様
に
、
銀
仏
と
関
係
の
あ
る
観
音
と
し
て
し
ば
し
ば
制
作
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ

か
ら
、「
銀
」
と
い
う
要
素
を
介
し
て
、
不
空
羂
索
観
音
と
千
手
観
音
が
何
ら

か
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
不
空
羂
索
観
音
像
は

盧
舎
那
仏
と
関
連
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
銀
仏
と
共
に
制
作
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
こ
と
は
、
本
章
冒
頭
で
述
べ
た
奈
良
時
代
千
手
観
音
像
の
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
「
盧
舎
那
仏
像
、
あ
る
い
は
釈
迦
如
来
像
と
安
置
さ
れ
て
い
る
作
例
が
見
ら

れ
る
」
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
く
る
。
そ
れ
で
は
続
い
て
、
千
手
観
音
像
と

盧
舎
那
仏
像
の
関
係
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
（
2
）
千
手
観
音
と
十
地
思
想

　

千
手
観
音
と
盧
舎
那
仏
の
関
係
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
千
手
堂

の
事
例
の
み
で
は
、
史
料
に
乏
し
く
判
断
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、
千
手
堂
と
同

じ
く
上
院
地
区
に
建
立
さ
れ
た
東
大
寺
二
月
堂
光
背
の
図
像
の
意
味
に
つ
い
て

検
証
し
て
い
く
。
前
章
で
触
れ
た
通
り
、
光
背
の
表
面
に
は
千
手
観
音
を
中
心

と
し
て
仏
菩
薩
や
天
が
取
り
囲
み
、
裏
面
に
は
層
状
の
蓮
華
蔵
世
界
図
が
表
さ

れ
て
い
る
。
千
手
観
音
が
い
る
補
陀
落
山
と
蓮
華
蔵
世
界
が
、
表
裏
の
関
係
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
に
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
稲
本
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
表
面
が
補
陀
落
山
に
お
け
る
神
変
の
場

面
で
あ
れ
ば
、
二
つ
の
世
界
が
表
裏
に
描
か
れ
る
理
由
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　

千
手
観
音
が
補
陀
落
山
で
起
こ
す
神
変
の
場
面
は
、『
千
手
経
』
に
詳
し
く

描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
面
は
、
千
手
観
音
が
補
陀
落
山
の
道
場
で
大
悲
心

陀
羅
尼
を
唱
え
る
場
面
で
あ
る
。『
千
手
経
』
に
は
「
大
地
六
変
震
動
、
天
雨

宝
華
繽
紛
而
下
、
十
方
諸
仏
悉
皆
歓
喜
、
天
魔
外
道
恐
怖
毛
竪
、
一
切
衆
会
皆

獲
果
証
、
或
得
須
陀
洹
果
、
或
得
斯
陀
含
果
、
或
得
阿
那
含
果
、
或
得
阿
羅
漢

果
者
、
或
得
一
地
二
地
三
地
四
地
五
地
、
乃
至
十
地
者
、
無
量
衆
生
発
菩
提

心
（
（3
（

」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
内
容
を
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
千
手
観
音

は
「
諸
衆
生
に
安
楽
を
得
さ
し
め
ん
が
故（
（3
（

」
と
目
的
を
述
べ
た
上
で
千
手
陀
羅

尼
を
唱
え
た
。
す
る
と
す
ぐ
に
、
大
地
は
六
種
に
震
動
し
、
天
よ
り
宝
華
が
降

り
、
十
方
の
諸
仏
は
こ
と
ご
と
く
歓
喜
し
、
一
切
衆
会
は
皆
果
証
を
得
た
。
皆

は
須
陀
洹
果
、
斯
陀
含
果
、
阿
那
含
果
、
阿
羅
漢
果（
（3
（

を
得
て
、
一
地
、
二
地
、

三
地
、
四
地
、
五
地
、
そ
し
て
十
地
へ
と
至
り
、
菩
提
心
を
発
し
た（
（3
（

。
す
な
わ

ち
、『
千
手
経
』
に
お
け
る
神
変
の
場
面
と
は
、
千
手
陀
羅
尼
を
唱
え
た
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
場
の
一
切
衆
会
が
十
地
へ
と
至
っ
た
場
面
な
の
で
あ
る
。
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『
千
手
経
』
に
は
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
場
面
が
も
う
一
つ
登
場
す
る
。
そ
れ

は
千
手
観
音
が
過
去
に
発
願
を
し
、
千
手
千
眼
を
具
足
し
た
場
面
で
あ
る
。
遠

い
昔
、
千
光
王
静
住
如
来
は
大
悲
心
陀
羅
尼
を
説
き
、「
こ
の
神
呪
を
保
ち
、

あ
ま
ね
く
未
来
悪
世
の
一
切
衆
生
の
た
め
に
大
き
な
利
益
と
安
楽
を
も
た
ら
し

な
さ
い
」
と
言
い
、
千
手
観
音
を
摩
頂
し
た
。
千
手
観
音
は
そ
の
と
き
初
め
て

初
地
に
到
達
し
、
さ
ら
に
一
度
大
悲
心
陀
羅
尼
を
聞
い
た
だ
け
で
、
第
八
地
を

超
え
た
。
こ
こ
で
千
手
観
音
は
「
も
し
私
が
一
切
衆
生
に
利
益
と
安
楽
を
も
た

ら
す
な
ら
、
身
に
千
手
千
眼
を
備
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
発
願
し
た
。
す
る

と
す
ぐ
に
そ
の
身
に
千
手
千
眼
が
具
足
し
、
十
方
の
大
地
が
六
種
に
震
動
し
、

十
方
の
千
仏
は
光
明
を
放
ち
、
千
手
観
音
の
身
と
十
方
の
世
界
を
照
ら
し
た
。

こ
の
場
面
で
も
千
手
陀
羅
尼
を
説
き
、
あ
る
い
は
聞
い
た
こ
と
で
十
地
を
上
昇

し
、
神
変
が
発
生
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
千
手
経
』に
お
い
て
は
、千
手
陀
羅
尼
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
神
変
が
起
こ
り
、
十
地
の
階
梯
を
進
ん
で
い
く
と
い
う
効
果
が
見
ら
れ
る
。

無
論
、『
千
手
経
』
に
お
け
る
「
十
地
」
が
、『
華
厳
経
』
に
お
け
る
十
地
を
示

す
か
ど
う
か
は
、『
千
手
経
』を
読
ん
だ
だ
け
で
は
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
二
月
堂
光
背
に
描
か
れ
る
「
神
変
」
の
場
面
が
、
蓮
華
蔵
世
界
と
表

裏
を
構
成
し
て
い
る
以
上
、
少
な
く
と
も
二
月
堂
光
背
制
作
に
お
い
て
は
、『
千

手
経
』
に
登
場
す
る
「
十
地
」
が
、『
華
厳
経
』
の
十
地
と
理
解
さ
れ
て
い
た

と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
月
堂
光
背
に
は
『
千
手
経
』
に
基
づ
い
た
千
手

観
音
と
十
地
の
関
係
が
見
ら
れ
る
が
、『
千
手
経
』
以
外
の
文
脈
に
お
い
て
も
、

そ
の
関
係
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
巻
第
二
十
八
「
清
浄
蓮
華
明
王
品

第
六
十
七
」の
記
述
で
あ
る（
（3
（

。
こ
こ
で
は
、清
浄
蓮
華
明
王
央
倶
捨
真
言
に
よ
っ

て
修
行
者
が
見
る
七
つ
の
夢
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
夢
の
う
ち
第
六
夢
に
お

い
て
、
修
行
者
は
千
手
観
音
の
曼
荼
羅
を
見
る
。
ま
た
第
七
夢
で
は
、
菩
提
樹

下
の
金
剛
座
に
て
毘
盧
舎
那
如
来
か
ら
摩
頂
さ
れ
る
。
毘
盧
舎
那
如
来
か
ら
の

摩
頂
す
な
わ
ち
授
記
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
千
手
観
音
と
の
出
会
い
が
発
生

す
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
慧
沼
訳
『
十
一
面
神
呪
心
経
義
疏
』
に
「
千
手
千
眼
大
自
在

王
十
一
面
觀
自
在
菩
薩
」
と
い
う
観
音
に
つ
い
て
、
大
自
在
天
の
身
を
表
す
こ

と
が
で
き
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
（3
（

。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
三
目

八
臂
の
不
空
羂
索
観
音
は
、
十
地
に
お
け
る
菩
薩
の
姿
、
す
な
わ
ち
梵
天
（
不

動
地
）
や
大
自
在
天
（
法
雲
地
）
に
似
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

不
空
羂
索
観
音
と
同
様
に
、
千
手
観
音
も
ま
た
大
自
在
天
と
し
ば
し
ば
同
一

視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（4
（

。『
十
一
面
神
呪
心
経
義
疏
』
に
「
千

手
千
眼
大
自
在
王
十
一
面
観
自
在
菩
薩
。
此
の
菩
薩
或
い
は
大
自
在
天
の
身
を

現
す
故
に
此
の
身
を
現
す
な
り（
（4
（

」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
千
手
観
音
も
不
空
羂

索
観
音
と
同
様
、
大
自
在
天
へ
と
そ
の
姿
を
変
え
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
『
東
大
寺
要
録
』
所
収
の
「
大
仏
殿
西
曼
荼
羅
東
縁
銘
文
」（
天
平
勝
宝
九
歳

成
立
）
に
は
「
或
現
一
十
一
面
或
現
千
手
千
眼
乃
名
観
自
在
乃
名
観
世
音
又
称

美術44_01矢内悠葵氏1C_三[1-24].indd   10美術44_01矢内悠葵氏1C_三[1-24].indd   10 2023/02/24   10:57:092023/02/24   10:57:09



11

奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

馬
頭
又
称
不
空
羂
索
（
（4
（

」
と
、
観
音
が
十
一
面
、
千
手
、
不
空
羂
索
と
様
々
な
姿

に
変
わ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
草
創
期
東
大
寺
に
お
い
て
法
華
堂
不
空
羂
索

観
音
像
だ
け
で
な
く
、千
手
堂
千
手
観
音
像
、二
月
堂
十
一
面
観
音
像
と
、様
々

な
種
類
の
観
音
像
が
制
作
さ
れ
た
の
は
こ
の
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
と
の
指
摘

が
あ
る（
（4
（

。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
東
大
寺
に
お
い
て
千
手
観
音
が
不
空
羂
索
観
音

と
同
様
の
役
割
を
果
た
す
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
法
華
堂
や
二
月
堂
と
同
じ
上
院
地
区
に
置
か
れ
て
い
た
千

手
堂
の
千
手
観
音
像
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
関
係
性
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。
再
三
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
千
手
堂
に
は
千
手
観
音
像
と
共
に
銀
製
の
盧

舎
那
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
二
（
1
）（
2
）
で
触
れ
た
通
り
、こ
れ
は
『
華

厳
経
』
と
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
を
典
拠
と
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

と
な
れ
ば
、
千
手
堂
諸
像
は
『
華
厳
経
』、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』、『
千
手

経
』
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
経
典
が
結
び
つ
く
の
は
、
ま
さ
し
く
華

厳
教
学
の
十
地
思
想
が
根
底
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
大
寺
法
華

堂
、
千
手
堂
、
二
月
堂
に
は
、
十
地
思
想
と
結
び
つ
い
た
観
音
が
そ
れ
ぞ
れ
安

置
さ
れ
て
い
た
。
華
厳
経
学
の
中
心
で
あ
っ
た
東
大
寺
上
院
地
区
に
お
い
て
は

観
音
と
十
地
と
い
う
関
係
性
が
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
関
係
性
は
、
上
院
地
区
の
外
に
も
及
ん
で
い
た
。
大
安
寺
華
厳

院
に
、
盧
舎
那
仏
を
中
尊
と
し
て
千
手
観
音
と
不
空
羂
索
観
音
を
三
尊
と
し
て

安
置
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
こ
の
三
尊
は
絵
画
で
あ
り
、
銀
を

使
用
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
東
大
寺
上
院
地
区
に
お
い
て
不
空
羂
索

観
音
と
千
手
観
音
を
結
び
つ
け
る
理
解
が
あ
っ
た
以
上
、
東
大
寺
と
同
じ
く
華

厳
教
学
の
拠
点
で
あ
っ
た
大
安
寺
に
お
い
て
も
、
同
様
の
理
解
の
も
と
に
三
幅

が
制
作
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

そ
の
可
能
性
に
対
す
る
裏
付
け
と
し
て
、
大
安
寺
の
三
幅
が
制
作
さ
れ
た
当

時
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

　

大
安
寺
の
三
幅
が
完
成
し
た
天
平
感
宝
元
年
（
七
四
九
）
は
、
聖
武
天
皇
が

盧
舎
那
仏
に
対
し
て
特
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
が
、『
続

日
本
紀
』
に
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
改
元
前
の
天
平
二
十
一
年
（
七

四
九
）
四
月
一
日
、
聖
武
天
皇
は
光
明
皇
后
及
び
阿
部
内
親
王
ら
と
共
に
東
大

寺
の
「
盧
舎
那
仏
像
前
殿
」
に
参
っ
た
。
さ
ら
に
同
月
十
四
日
に
は
、
再
び
東

大
寺
の
「
盧
舎
那
仏
像
前
殿
」
に
参
り
、「
天
平
」
か
ら
「
天
平
感
宝
」
に
改

元
し
て
い
る
。
二
ヶ
月
後
の
閏
五
月
二
十
五
日
に
は
、
勅
を
発
し
て
大
安
寺
・

薬
師
寺
・
元
興
寺
・
興
福
寺
・
東
大
寺
・
法
隆
寺
・
弘
福
寺
（
川
原
寺
）・
四

天
王
寺
・
崇
福
寺
・
新
薬
師
寺
・
建
興
寺
・
法
華
寺
に
土
地
や
綿
布
、
絁
を
寄

進
し
た
。
こ
の
時
の
勅
願
文
に
は
「
花
厳
経
を
以
て
本
と
為
す
」
と
あ
り
、『
華

厳
経
』
を
重
視
す
る
姿
勢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
七
月
に
な
っ
て
聖
武
天

皇
は
阿
部
内
親
王
に
譲
位
し
、
元
号
が
「
天
平
勝
宝
」
へ
と
改
め
ら
れ
る
。

　

堀
池
春
峰
氏
は
大
安
寺
華
厳
院
の
創
建
が
東
大
寺
盧
舎
那
大
仏
造
像
と
ほ
ぼ

同
時
期
で
あ
る
こ
と
、
大
安
寺
が
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
に
法
華
堂
で
行
わ

れ
た
華
厳
経
講
説
の
講
師
を
勤
め
た
僧
審
祥
を
輩
出
し
た
寺
院
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
安
寺
が
日
本
に
お
け
る
華
厳
宗
草
創
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
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い
た
と
考
え
た（
（4
（

。
そ
の
た
め
天
平
感
宝
元
年
頃
の
大
安
寺
は
、
東
大
寺
に
お
け

る
華
厳
教
学
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
堀
池
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
三
幅
画
像
の
制
作
と
同
時
に

『
華
厳
経
』
書
写
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
平
二
十
一
年
四
月
か

ら
閏
五
月
は
聖
武
天
皇
の
盧
舎
那
仏
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期

だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
最
中
に
大
安
寺
華
厳
院
の
三
幅
画
像
が
東
大
寺
司
の
人

手
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
、
造
像
に
際
し
て
の
華
厳
経
書
写
に
律
令
機
関

の
長
官
で
あ
る
「
玄
蕃
頭
市
原
王（
（4
（

」
の
宣
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

こ
の
造
像
と
書
写
は
国
家
的
事
業
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。そ
う
で
あ
れ
ば
、

こ
の
事
業
に
関
わ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
人
物
と
し
て
聖
武
天
皇
や
光
明
皇
后
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
天
平
感
宝
元
年
制
作
の
大
安
寺
盧
舎
那
仏
像
・
不

空
羂
索
観
音
像
・
千
手
観
音
像
の
三
幅
対
も
、
東
大
寺
に
お
け
る
観
音
と
十
地

の
理
解
に
基
づ
い
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
少
な
く
と

も
天
平
感
宝
元
年
に
は
こ
の
理
解
が
東
大
寺
周
辺
に
お
い
て
確
立
し
て
い
た
こ

と
も
分
か
る
。

　

千
手
観
音
と
『
華
厳
経
』
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
唐
招
提
寺
千
手
観
音
像
も
ま
た
同
様
の
理
解
に
基
づ
く
と
考
え
ら

れ
る
。
唐
招
提
寺
像
と
十
地
思
想
と
の
関
係
は
、
す
で
に
多
く
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、『
東
征
伝
』
の
鑑
真
臨
終
の
場
面
で
、「
千
臂
経
云
。
臨
終
端

坐
如
入
禅
定
。
当
知
此
人
已
入
初
地

（
（4
（

」
と
あ
る
の
は
、
智
通
訳
『
千
眼
千
臂
観

世
音
菩
薩
陀
羅
尼
神
呪
経
』、
あ
る
い
は
菩
提
流
志
訳
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩

薩
姥
陀
羅
尼
身
経
』
を
引
用
し
た
も
の
と
い
う
意
見
で
あ
る（
（4
（

。

　

さ
ら
に
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』「
招
提
寺
」
条
で
は
「
或
記
云
、
和
尚
是
第

二
地
菩
薩
也
、
於
大
唐
大
福
光
寺
為
衆
説
法
之
時
、
自
言
我
現
異
相
、
即
現
三

目
六
臂
不
空
索
觀
音
之
像
云
ゝ
ヽ

」（
（4
（

と
あ
り
、
遅
く
と
も
『
巡
礼
私
記
』
の
書
か

れ
た
十
二
世
紀
ま
で
に
成
立
し
た
「
或
記
」
に
、
鑑
真
が
「
第
二
地
」
に
到
達

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
鑑
真
が
至
っ
た
階
梯
を
「
第
二

地
」
と
し
た
こ
と
も
、『
東
征
伝
』
中
の
「
千
臂
経
」
が
離
垢
地
へ
の
到
達
を

説
く
『
千
眼
千
臂
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
神
呪
経
』
や
『
姥
陀
羅
尼
身
経
』
に
比

定
さ
れ
る
傍
証
と
な
る
。
さ
ら
に
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
で
は
続
け
て
、
鑑
真

が
三
面
六
臂
の
不
空
羂
索
観
音
の
像
の
姿
を
現
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
長
岡
龍
作
氏
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
十
地
の
菩
薩
が
不
空
羂
索
観
音
の

姿
で
あ
る
と
理
解
す
る
向
き
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
そ
う
見
な
す
際
に
は
臂
数
に

も
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
の
可
能
性
を
指
摘
し
た（
（4
（

。
こ
こ
で
も
、
十
地
と
観
音
を

結
び
つ
け
る
文
脈
が
窺
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
触
れ
て
き
た
千
手
観
音
と
十
地
の
関
係
性
を
ま
と
め
る
と
、
東
大

寺
千
手
堂
、
東
大
寺
二
月
堂
、
大
安
寺
華
厳
院
、
唐
招
提
寺
と
、
平
城
京
の
寺

院
に
お
け
る
千
手
観
音
像
は
、
明
ら
か
に
盧
舎
那
仏
、
あ
る
い
は
蓮
華
蔵
世
界

と
の
関
係
が
見
ら
れ
る
。

　

法
華
堂
不
空
羂
索
観
音
像
の
宝
冠
化
仏
は
当
初
の
も
の
で
は
な
く
、
Ｙ
字
型

の
衣
文
表
現
か
ら
、
鑑
真
来
朝
以
後
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

指
摘
が
あ
る（
（5
（

。
ま
た
、
東
大
寺
千
手
堂
の
銀
盧
舎
那
仏
像
は
千
手
堂
が
建
立
さ
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奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

れ
た
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
か
ら
安
置
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
五
年
後

以
内
に
客
仏
と
し
て
安
置
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る（
（5
（

。

　

時
系
列
に
ま
と
め
る
と
、
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
以
降
に
東
大
寺
千
手
堂

が
建
立
さ
れ
、
そ
の
数
年
後
に
銀
盧
舎
那
仏
像
が
客
仏
と
し
て
安
置
さ
れ
た
。

天
平
感
宝
元
年
（
七
四
九
）
に
は
、
大
安
寺
で
千
手
観
音
・
不
空
羂
索
観
音
・

盧
舎
那
仏
の
三
幅
画
像
が
制
作
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
鑑
真
来
朝
後
に
は
、
東
大

寺
法
華
堂
の
不
空
羂
索
観
音
像
宝
冠
に
銀
製
の
釈
迦
如
来
像
が
取
り
付
け
ら
れ

た
。
観
音
と
十
地
を
結
び
つ
け
る
理
解
は
、
上
院
地
区
が
整
備
さ
れ
た
当
初
以

降
、
次
第
に
整
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
八
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
東

大
寺
と
大
安
寺
に
お
い
て
観
音
と
盧
舎
那
仏
を
関
係
づ
け
る
動
き
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

鑑
真
に
よ
る
千
手
観
音
信
仰
が
反
映
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
唐
招
提
寺
像
を
東

大
寺
千
手
堂
像
と
直
接
関
連
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
唐
招

提
寺
像
に
は
『
東
征
伝
』
記
載
の
「
千
臂
経
」
だ
け
で
な
く
、
八
世
紀
の
日
本

に
お
い
て
流
布
し
た
『
千
手
経
』
の
内
容
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
千
手
堂
盧
舎

那
仏
像
の
建
立
に
関
わ
っ
た
聖
武
天
皇
（
（5
（

に
授
戒
し
た
鑑
真
の
寺
で
あ
る
唐
招
提

寺
が
、
当
時
の
平
城
京
に
お
け
る
千
手
観
音
信
仰
の
影
響
を
全
く
受
け
な
か
っ

た
と
は
考
え
に
く
い
。
千
手
観
音
を
『
華
厳
経
』
と
関
連
づ
け
る
思
想
が
唐
招

提
寺
に
も
及
ん
で
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
思
想
は
東
大
寺
、
大
安
寺
、
唐
招
提

寺
と
、
平
城
京
の
各
寺
院
に
広
ま
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

三
．
八
〜
九
世
紀
の
千
手
観
音
の
造
像

　
　
　
（
1
）
平
城
京
以
外
の
奈
良
時
代
の
千
手
観
音
像

　

平
城
京
以
外
の
奈
良
時
代
に
遡
る
現
存
す
る
千
手
観
音
像
と
し
て
は
、
①
葛

井
寺
千
手
観
音
像
、
②
道
成
寺
千
手
観
音
像
、
③
大
谷
寺
千
手
観
音
像
が
知
ら

れ
、
史
料
に
伝
え
ら
れ
る
像
と
し
て
、
④
壺
阪
寺
（
南
法
華
寺
）
千
手
観
音
像

が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
は
こ
れ
ら
の
像
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

①
葛
井
寺
千
手
観
音
像
（
図
5
）

　

葛
井
寺
千
手
観
音
像
は
、
本
体
を
脱
活
乾
漆
で
作
り
、
木
造
の
小
手
を
表
す

千
手
観
音
像
で
あ
る
。
頭
上
に
十
一
面
を
有
し
、
千
の
小
手
を
表
し
、
さ
ら
に

小
手
を
含
め
た
一
本
一
本
の
掌
に
眼
を
描
く
。
現
在
小
手
は
九
五
一
本
を
残
す

の
み
だ
が
、
当
初
は
千
本
の
小
手
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る（
（5
（

。
抑
揚
の
少
な
い
身
体

表
現
や
目
鼻
立
ち
が
東
大
寺
法
華
堂
の
伝
日
光
菩
薩
像
・
月
光
菩
薩
像
と
類
似

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か（
（5
（

、
そ
の
胸
飾
の
文
様
に
つ
い
て
東
大

寺
法
華
堂
不
空
羂
索
観
音
像
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（5
（

。
緩
や
か
で
流
麗

な
衣
文
線
と
、
や
や
細
身
な
が
ら
も
写
実
に
富
ん
だ
身
体
表
現
な
ど
、
優
れ
た

作
風
が
見
ら
れ
、
官
営
造
仏
所
が
制
作
に
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
（
（5
（

。
そ
の
一
方
で
、
頭
部
が
小
さ
く
、
体
躯
も
細
身
で
あ
る
と
い
う
特
徴
は
法
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華
堂
諸
像
と
異
な
っ
て
い
る（
（5
（

。
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
千
手
観
音
像
は
腹
前
で

結
ん
だ
定
印
の
上
に
宝
鉢
を
置
い
て
宝
鉢
手
と
す
る
こ
と
が
通
例
だ
が
、
本
像

は
腹
前
で
定
印
を
表
さ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
腹
前
で
定
印
を
結
ば
な
い
千
手
観

音
像
は
時
代
を
問
わ
ず
中
国
に
散
見
さ
れ
、
盛
唐
ま
で
の
作
例
で
い
え
ば
四
川

省
丹
棱
劉
嘴
第
四
十
五
号
龕
千
手
観
音
像
（
八
世
紀
中
頃
〜
後
半
）
が
そ
の
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
（5
（

。葛
井
寺
像
が
定
印
を
表
さ
な
い
理
由
に
関
し
て
は
、

四
十
手
の
像
容
を
説
く
『
千
手
経
』
の
内
容
を
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
と
す
る

説
（
（5
（

、
四
川
省
丹
棱
劉
嘴
第
四
十
五
号
龕
像
の
影
響
を
受
け
て
い
る
説（
（6
（

が
提
示
さ

れ
て
い
る
が
、九
世
紀
以
降
の
日
本
に
お
け
る
千
手
観
音
像
は
小
手
を
表
さ
ず
、

腹
前
に
定
印
を
結
ん
で
宝
鉢
手
と
す
る
姿
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
葛
井
寺
像
は
そ
う
し
た
千
手
観
音
の
像
容
が
日
本
で
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

過
程
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。『
千
手
経
』
の
内
容
を
再
現
し
て

い
る
点
や
、
四
川
省
丹
棱
劉
嘴
第
四
十
五
号
龕
像
か
ら
の
影
響
と
い
う
点
も
、

そ
う
し
た
事
情
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

本
像
が
安
置
さ
れ
た
葛
井
寺
は
、
現
在
の
大
阪
府
藤
井
市
、
当
時
の
河
内
国

に
位
置
し
て
い
る
。
近
藤
暁
子
氏
は
当
時
の
河
内
が
文
化
・
政
治
の
面
か
ら
中

央
に
と
っ
て
重
要
な
地
域
だ
っ
た
こ
と
、
葛
井
寺
創
建
に
関
わ
っ
た
葛
井
氏
が

聖
武
天
皇
や
光
明
皇
后
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
葛
井

寺
像
が
聖
武
天
皇
や
光
明
皇
后
の
意
向
を
受
け
、
鎮
護
国
家
的
性
格
を
期
待
し

て
発
願
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る（
（6
（

。

②
道
成
寺
千
手
観
音
像
（
図
6
）

　

道
成
寺
は
和
歌
山
県
日
高
郡
、
日
高
川
の
河
口
付
近
に
位
置
し
て
い
る
。
こ

の
千
手
観
音
像
は
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
七
八
）
の
修
復
時
の
調
査
に
て
、

現
在
本
堂
の
後
戸
に
安
置
さ
れ
て
い
る
秘
仏
千
手
観
音
像
の
胎
内
か
ら
発
見
さ

れ
た
。
発
見
当
時
は
顔
か
ら
胸
に
か
け
て
前
面
が
大
き
く
朽
損
し
て
い
た
が
、

近
年
の
調
査
に
よ
っ
て
朽
損
部
分
が
復
元
さ
れ
、
現
在
は
道
成
寺
本
堂
に
安
置

さ
れ
て
い
る
。
楠
の
一
材
か
ら
彫
出
さ
れ
て
い
る
が
、裳
裾
の
先
端
部
分
な
ど
、

部
分
的
に
乾
漆
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
体
部
に
大
き
く
穴
が
あ
る
の
は
、
朽
損

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
霊
木
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
（6
（

。

図5　千手観音像　大阪・葛井寺
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奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

　

こ
の
像
に
関
す
る
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
道
成
寺
本
堂
跡
か
ら
出
土
し

た
均
整
軒
平
瓦
が
平
城
京
よ
り
出
土
し
た
瓦
と
近
い
文
様
を
残
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
時
の
道
成
寺
が
平
城
京
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
見
る
意
見
も

あ
る（
（6
（

。
一
方
で
肩
幅
を
広
め
に
と
り
、
身
体
の
ラ
イ
ン
を
腰
に
向
か
っ
て
窄
ま

せ
て
い
く
表
現
は
、同
じ
く
和
歌
山
県
内
の
円
満
寺
十
一
面
観
音
像
（
八
世
紀
）

に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
在
地
性
も
一
つ
の
特
徴
と
し
て
読
み
取
れ
る
。

　

な
お
、道
成
寺
に
は
さ
ら
に
も
う
一
軀
の
千
手
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
像
は
九
世
紀
後
半
の
作
と
見
ら
れ
る
が
、
日
光
菩
薩
像
・
月
光
菩
薩
像
と

共
に
三
尊
を
構
成
す
る
と
い
う
、他
に
類
を
見
な
い
方
法
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。

月
光
菩
薩
像
の
特
徴
や
制
作
時
期
に
関
し
て
は
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
少
な
く
と
も
千
手
観
音
像
と
日
光
菩
薩
像
は
一
具
と
し
て
作
ら
れ
た
と
見

て
問
題
な
く
、
ま
た
そ
の
出
来
栄
え
も
、
当
時
の
都
の
像
に
も
匹
敵
す
る
非
常

に
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
道
成
寺
は
、
八
世
紀
後
半
の
時
点
で
千

手
観
音
信
仰
が
存
在
し
、
そ
の
思
想
が
九
世
紀
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

③
大
谷
寺
千
手
観
音
像
（
図
7
）

　

大
谷
磨
崖
仏
は
栃
木
県
宇
都
宮
市
に
あ
る
姿
川
東
岸
の
丘
陵
麓
部
に
位
置
す

る
磨
崖
仏
群
で
あ
る
。第
一
龕
に
は
四
メ
ー
ト
ル
近
い
千
手
観
音
像
を
刻
出
し
、

こ
れ
よ
り
北
側
の
龕
二
箇
所
に
は
釈
迦
三
尊
像
と
阿
弥
陀
三
尊
像
を
そ
れ
ぞ
れ

彫
出
す
る
。
北
側
二
龕
の
間
に
は
下
方
に
小
龕
を
う
が
ち
、
中
に
薬
師
三
尊
像

を
表
す
。
現
在
は
い
ず
れ
も
塑
土
お
よ
び
粘
土
に
よ
っ
て
塑
形
仕
上
げ
が
施
さ

れ
て
い
る
。

　

千
手
観
音
像
は
山
型
の
宝
冠
に
、
条
帛
、
天
衣
、
裳
を
着
用
し
直
立
す
る
。

腕
は
大
型
の
脇
手
四
十
二
手
と
小
型
の
脇
手
を
表
す
。
小
脇
手
は
塑
土
の
み
で

表
し
、
他
の
部
分
に
も
塑
土
を
三
重
、
四
重
に
塗
り
重
ね
る
が
、
こ
れ
ら
の
塑

土
は
大
部
分
が
後
世
の
補
修
で
あ
る（
（6
（

。
胸
の
一
部
や
腰
帯
に
は
当
初
の
漆
箔
が

残
さ
れ
て
い
る（
（6
（

。
四
龕
の
う
ち
で
は
最
も
古
い
像
で
あ
り
、
造
像
時
期
は
八
世

紀
末
〜
九
世
紀
初
頭
と
の
見
方
が
多
い
。
大
谷
磨
崖
仏
の
造
像
に
関
す
る
有
力

な
文
献
史
料
は
無
い
が
、
鑑
真
の
弟
子
で
あ
る
如
宝
が
関
係
し
て
い
る
説
と
、

如
宝
か
ら
戒
を
授
か
っ
た
勝
道
が
関
係
し
て
い
る
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る（
（6
（

。『
東

大
寺
要
録
』
所
収
の
「
戒
和
上
次
第
」
に
は
、
如
宝
と
下
野
薬
師
寺
の
関
係
が

図6　千手観音像　和歌山・道成寺
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示
さ
れ
て
お
り
、『
律
苑
僧
宝
伝
』
や
『
招
提
千
歳
伝
記
』
に
は
、
如
宝
が
下

野
薬
師
寺
に
住
持
し
て
い
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
勝
道
は
、
下
野
薬

師
寺
で
受
戒
し
、
そ
の
後
日
光
を
開
山
し
て
い
た
こ
と
が
『
補
陀
落
山
建
立
修

行
日
記
（
（6
（

』
か
ら
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
如
宝
か
勝
道
の
い
ず
れ
が
関

わ
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
大
谷
寺
が
下
野
薬
師
寺
を
通
し
て
中
央
と
繋
が
っ
て
い

た
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る（
（6
（

。
鑑
真
の
流
れ
を
組
む
如
宝
や
勝
道
に
よ
っ

て
造
像
さ
れ
た
の
な
ら
、
大
谷
磨
崖
仏
は
鑑
真
の
思
想
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た

可
能
性
も
あ
り
、
ひ
い
て
は
同
じ
く
鑑
真
の
信
仰
の
も
と
制
作
さ
れ
た
唐
招
提

寺
千
手
観
音
像
と
そ
の
思
想
を
同
じ
く
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

④
壺
阪
寺
（
南
法
華
寺
）
千
手
観
音
像

　

奈
良
県
高
取
山
に
位
置
す
る
壺
坂
寺
こ
と
南
法
華
寺
は
、
伽
藍
か
ら
白
鳳
末

期
の
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
創
建
は
奈
良
時
代
以
前
に
遡
る
。

　
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
十
二
月
二
十
一
日
条
に
は
「
勅
、

大
和
国
城
上
郡
長
谷
寺
、
高
市
郡
壺
坂
山
寺
、
元
来
霊
験
之
蘭
若
也
、
宜
付
所

由
編
為
定
額
永
以
官
長
令
検
挍
也
（
（6
（

」、『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
元
年
（
八
八
五
）

十
月
三
日
条
に
は
「
大
和
国
霊
験
山
寺
。
有
長
谷
壺
坂
両
精
舎
（
（7
（

」
と
あ
り
、
九

世
紀
半
ば
に
は
既
に
長
谷
寺
と
並
ん
で
大
和
国
で
第
一
の
霊
場
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
続
日
本
後
紀
』
に
よ
る
と
承
和
十
四
年
十
二
月
に

は
長
谷
寺
と
と
も
に
定
額
寺
に
付
さ
れ
て
お
り
、
朝
廷
か
ら
庇
護
を
受
け
て
い

た
と
見
受
け
ら
れ
る
。

　

壺
阪
寺
と
長
谷
寺
は
、
稜
線
が
両
側
に
広
が
る
地
の
中
央
に
本
堂
を
安
置
す

る
形
で
建
立
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
長
谷
寺
の
東
側
に
は
大
和
川
が
流
れ
て

お
り
、
壺
阪
寺
は
周
辺
の
地
形
図
に
川
が
確
認
で
き
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）

の
『
円
通
記
』
に
も
周
囲
に
川
が
流
れ
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
両
者
は
山
水
に
囲
ま
れ
た
地
形
に
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

だ
が
、
こ
の
地
形
は
中
国
伝
来
の
風
水
思
想
に
基
づ
い
て
選
ば
れ
た
土
地
で
あ

る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
こ
の
場
所
が
霊
験
の
起
き
る
勝
地
と
見
な
さ
れ
て
い

た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（
（7
（

。
こ
の
場
所
で
期
待
さ
れ
た
霊
験
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
は
、
九
世
紀
後
半
成
立
の
『
日
本
感
霊
録
』（
以
下
、『
感
霊
録
』）

に
記
さ
れ
て
い
る
。

図7　千手観音像　栃木・大谷寺
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奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

　
『
感
霊
録
』
は
元
興
寺
僧
義
昭
の
編
纂
で
あ
る
が
、
完
本
は
散
逸
し
、
現
存

す
る
も
の
は
本
文
に
欠
落
の
著
し
い
抄
本
（
高
山
寺
旧
蔵
、
阪
本
竜
門
文
庫
現

蔵
）
の
十
五
話
と
『
東
大
寺
要
録
』『
南
法
華
寺
古
老
伝
』（
以
下
、『
古
老
伝
』）

所
引
の
佚
文
各
一
話
の
計
十
七
話
の
み
で
あ
る
。
壺
阪
寺
の
説
話
は
、
こ
の
う

ち
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
の
『
古
老
伝
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
古
老
伝
』

の
引
用
元
で
あ
る
『
感
霊
録
』
原
典
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
古

老
伝
』
の
信
憑
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
逵
日
出
典
氏
に
よ
れ
ば
、『
古
老
伝
』

は
現
存
す
る
壺
坂
寺
関
係
の
史
料
中
で
最
も
成
立
年
代
が
古
く
、
記
事
も
正
確

で
あ
り
、
出
典
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
た
め
、
信
憑
性
が
高
い
と
い
う（
（7
（

。
逵
氏

の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
も
『
古
老
伝
』
に
引
用
さ
れ
る
『
感
霊
録
』
の

信
憑
性
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

さ
て
『
古
老
伝
』
所
引
の
『
感
霊
録
』
の
内
容
を
簡
単
に
記
す
と
、
盲
目
の

私
度
僧
長
仁
が
弘
仁
年
中
壺
阪
寺
に
住
み
、
長
年
千
手
陀
羅
尼
を
誦
し
「
日
精

摩
尼
手
明
眼
大
悲
観
自
在
菩
薩
」
と
千
手
観
音
の
名
号
を
称
賛
し
た
と
こ
ろ
、

遂
に
そ
の
目
が
開
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
壺
阪
寺
は
現
代
に
お
い
て
も
眼

病
封
じ
の
信
仰
を
持
つ
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
九
世
紀
後
半
の
『
感
霊
録
』
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
る（
（7
（

。
千
手
陀
羅
尼
を
唱
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
目
が
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、『
感
霊
録
』
に
書
か
れ
る
通
り
、『
千
手
経
』
で
説

か
れ
る
千
手
観
音
の
四
十
手
の
う
ち
の
一
手
、
日
精
摩
尼
手
に
よ
る
功
徳
で
あ

る
（
（7
（

。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
『
感
霊
録
』
か
ら
読
み
取
れ
る
、
壺
阪
寺
と
い
う

霊
場
で
期
待
さ
れ
た
霊
験
と
は
、
千
手
観
音
に
対
す
る
陀
羅
尼
誦
持
の
結
果
、

千
手
観
音
が
応
え
て
そ
の
功
徳
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。そ
し
て『
感

霊
録
』
に
よ
る
と
そ
の
功
徳
は
『
千
手
経
』
が
説
く
日
精
摩
尼
手
の
効
果
で
あ

り
、
九
世
紀
後
半
の
時
点
で
壺
阪
寺
に
お
け
る
こ
の
構
造
が
成
立
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
長
谷
寺
と
と
も
に
定
額
寺
に
付
せ
ら
れ
た
と
い
う
『
続
日
本
紀
』

の
記
述
か
ら
、
壺
阪
寺
が
霊
場
と
し
て
国
家
的
な
祈
願
を
担
っ
て
い
た
可
能
性

は
高
い
が
、
千
手
観
音
に
対
す
る
祈
り
の
結
果
眼
病
が
快
復
し
た
と
い
う
功
徳

は
、
極
め
て
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
壺
阪
寺
が
創
建
さ
れ
た
八
世
紀
前
半
に

お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
信
仰
が
行
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は

甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
『
古
老
伝
』
に
登
場
す
る
壺
阪
寺
の
垂
迹
神
滝
蔵
権

現
が
長
谷
寺
と
同
名
の
垂
迹
神
で
あ
る
点
か
ら
も
、
壺
阪
寺
が
長
谷
寺
と
同
じ

よ
う
な
信
仰
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
千
手
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
八
角
円
堂
は
江
戸
時
代
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
貞
享
二
年
（
一
二
二
三
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
『
寺
門
高

僧
記
』
巻
第
六
所
引
の
「
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
正
月
三
十
三
所
巡
礼
則
記

之
」
に
は
「
御
堂
八
角
五
間
南
向
。
本
尊
丈
六
千
手
（
（7
（

」
と
あ
り
、
十
二
〜
十
三

世
紀
に
は
千
手
観
音
像
を
八
角
円
堂
に
安
置
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
東
大
寺

法
華
堂
不
空
羂
索
観
音
像
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
八
角
の
場
に
観
音
像

を
置
く
こ
と
の
背
景
に
は
、補
陀
落
山
八
角
宝
殿
に
い
る
観
音
と
い
う
意
識
が
、

少
な
く
と
も
八
世
紀
半
ば
に
は
存
在
し
て
い
た（
（7
（

。
壺
阪
寺
千
手
観
音
像
が
い
つ

の
段
階
で
八
角
円
堂
に
安
置
さ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
奈
良
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時
代
以
来
の
、
補
陀
落
山
に
い
る
観
音
と
い
う
意
識
が
壺
阪
寺
像
に
向
い
て
い

た
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
葛
井
寺
、
壺
阪
寺
、
道
成
寺
、
大
谷
寺
、
壺
阪
寺
の
千
手
観
音
像

に
関
し
て
は
、
十
地
思
想
と
繋
が
っ
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

葛
井
寺
像
の
表
現
に
東
大
寺
法
華
堂
諸
像
と
類
似
し
て
い
る
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
点
か
ら
、
東
大
寺
法
華
堂
と
葛
井
寺
に
何
ら
か
の
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
は

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
古
老
伝
』
に
は
壺
阪
寺
に
観
音
像
と
共
に
執
金
剛
神

像
を
安
置
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
後
戸
に
執
金
剛
神
像
を
安
置
し

て
い
た
東
大
寺
法
華
堂
と
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る（
（7
（

。
し
か
し
、
葛
井
寺
や
壺
阪

寺
に
は
、
東
大
寺
や
大
安
寺
、
唐
招
提
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
盧
舎
那
仏
像
あ

る
い
は
釈
迦
如
来
像
は
見
当
た
ら
ず
、『
華
厳
経
』
や
盧
舎
那
仏
と
関
わ
り
を

持
つ
観
音
と
し
て
の
千
手
観
音
と
い
う
考
え
方
が
こ
の
二
寺
に
も
た
ら
さ
れ
て

い
た
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
未
だ
再
考
の
余
地
が
残
る
。

　

一
方
で
、
道
成
寺
像
に
つ
い
て
は
、
八
世
紀
後
半
の
釈
迦
如
来
像
の
も
の
と

見
ら
れ
る
仏
手
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
釈
迦
如
来
像
が
、
盧
舎
那
仏
の
化
身

と
し
て
の
釈
迦
如
来
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
八
世
紀
後
半
の

道
成
寺
か
ら
は
、
平
城
京
出
土
と
同
範
の
均
整
軒
平
瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、平
城
京
で
流
布
し
て
い
た
信
仰
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
谷
寺
像
に
関
し
て
は
、
鑑
真
の
流
れ
を
組
む
如
宝
や
勝
道
が
造
像
に
関

わ
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
唐
招
提
寺
千
手
観
音
像
の
思
想
を
受
け
継
い
で
い
た
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
千
手
経
』、『
千
眼
千
臂
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
神
呪
経
』

ま
た
は
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
姥
陀
羅
尼
身
経
』
を
基
と
し
、『
東
征
伝
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
初
地
ひ
い
て
は
十
地
へ
の
到
達
を
重
視
す
る
思

想
が
、
大
谷
寺
像
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
平
城
京
外
の
千
手
観
音
像
が
『
華
厳
経
』
と
関
係
し
て
制

作
さ
れ
た
こ
と
を
直
接
示
す
作
例
や
史
料
は
無
い
。
い
ず
れ
の
作
例
も
、
作
風

や
制
作
背
景
な
ど
か
ら
平
城
京
内
の
作
例
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
そ
の
一
方
で
、『
華
厳
経
』と
の
関
係
性
ま
で
も
が
地
方
に
伝
わ
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
、
千
手
観
音
信
仰
が
地
方
に
伝
播
す
る
過
程
で
『
華
厳
経
』
と
の
関

係
性
は
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
、
一
つ
一
つ
の
造
像
作
例
を
精
査
し
た
上
で
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
千
手
観
音
像
だ
け
で
な
く
、
不
空
羂
索
観
音
像

に
関
し
て
も
、
十
地
と
の
関
係
性
が
平
城
京
外
に
ど
こ
ま
で
及
ん
で
い
た
か
、

今
後
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
に
建
立
さ
れ
た

福
岡
・
観
世
音
寺
に
は
、
塑
像
の
不
空
羂
索
観
音
の
心
木
と
残
欠
が
残
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
現
存
し
て
は
い
な
い
も
の
の
『
図
像
抄
』
に
は
岡
寺
の
不
空

羂
索
観
音
像
に
つ
い
て
、
東
大
寺
法
華
堂
像
と
同
じ
三
目
八
臂
の
像
だ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
不
空
羂
索
観
音
像
が
、
平
城
京
と
同
じ
く
十

地
と
の
関
係
性
の
も
と
に
造
像
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
実
態
や
分
布
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
観
音
信
仰
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
、
考
察
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。
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奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

　
　
　
（
2
）
平
安
時
代
の
観
音
像
と
十
地
思
想

　

奈
良
時
代
の
平
城
京
で
確
立
し
た
観
音
と
十
地
の
関
係
性
は
、
九
世
紀
に
も

引
き
継
が
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
二
（
1
）
で
触
れ
た
よ
う
に
、
安
祥
寺
に
は

銀
製
の
不
空
羂
索
観
音
像
と
毘
盧
遮
那
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
安
祥
寺

は
、
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）、
仁
明
天
皇
女
御
（
文
徳
天
皇
母
）
藤
原
順
子
の

帰
依
を
受
け
て
、
恵
運
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
銀
製
の
毘
盧
遮
那
如
来
像
と

不
空
羂
索
観
音
像
を
安
置
す
る
こ
と
は
、
東
大
寺
法
華
堂
や
千
手
堂
で
の
十
地

思
想
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
『
華
厳
経
』
教
主
で
あ
る
毘
盧
遮
那
如
来
は
、
密
教
に
お
け
る
大
日
如
来
の

原
型
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
既
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、『
大
毘
盧

遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』（『
大
日
経
』）
に
お
い
て
も
「
所
謂
初
発
心
。
乃
至

十
地
次
第
此
生
満
足
（
（7
（

。」
と
、
十
地
へ
の
到
達
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

密
教
に
お
け
る
千
手
観
音
に
対
す
る
理
解
は
『
金
剛
頂
瑜
伽
千
手
千
眼
観
自
在

菩
薩
修
行
儀
軌
経
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
金
剛
頂
瑜
伽
千
手
千
眼
観
自

在
菩
薩
修
行
儀
軌
経
』
は
不
空
訳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
冒
頭
に
「
我
依
瑜
伽
金

剛
頂
経
。
説
蓮
華
部
千
手
千
眼
観
自
在
菩
薩
身
口
意
金
剛
秘
密
修
行
法

（
（7
（

。」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
不
空
自
身
が
『
金
剛
頂
経
』
に
基
づ
い
て
執
筆
し
た
可
能
性

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（
（8
（

。
空
海
の
『
御
請
来
目
録
』
と
『
真
言
宗
所
学
経
律
論

目
録
』
記
載
の
「
金
剛
頂
瑜
伽
千
手
千
眼
観
自
在
念
誦
法
一
卷
」
は
こ
れ
に
該

当
し
て
お
り
、
本
経
が
空
海
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
、
真
言
僧
の
学
ぶ
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
金
剛
頂
瑜
伽
千
手
千
眼
観
自
在
菩
薩
修
行
儀
軌
経
』
は
冒
頭
に
あ
る
よ
う

に
、『
金
剛
頂
経
』
に
よ
っ
て
千
手
観
音
を
本
尊
と
し
た
身
口
意
の
金
剛
秘
密

修
法
の
法
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
上
巻
で
は
「
次
結
金
剛
縛
印
。
即
以
前
印
十

度
外
相
叉
。
作
拳
即
成
真
言
曰　

唵
嚩
日
囉
二
合
満
馱　

由
結
金
剛
縛
印
。
瑜

伽
者
速
得
十
地
満
足

（
（8
（

」
と
、
真
言
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
、
速
や
か
に
十
地
へ

到
達
で
き
る
と
す
る
。
下
巻
で
は
「
次
結
智
波
羅
蜜
菩
薩
印
。
二
手
外
相
叉
作

拳
檀
慧
直
竪
。
互
交
少
分
。
屈
進
力
頭
相
拄
令
円
。
忍
願
直
竪
頭
相
合
。
即
誦

真
言
曰　

唵
麼
麼
枳
孃
二
合
引
曩
迦
哩
吽
引
娑
嚩
二
合
賀　

由
結
此
印
誦
真
言

三
遍
。（
中
略
）
不
久
満
足
十
地
。
住
法
雲
地
為
大
法
師
（
（8
（

」
と
あ
る
。「
法
雲
地
」

と
は
『
華
厳
経
』
に
お
け
る
第
十
地
の
名
称
で
あ
り
、
本
経
で
の
「
十
地
」
が

ま
さ
し
く
『
華
厳
経
』
に
お
け
る
十
地
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
あ
る
い

は
、
修
法
の
種
々
の
功
徳
を
説
く
儀
軌
後
半
に
お
い
て
は
「
獲
得
初
地
百
法
明

門
（
（8
（

」
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
十
地
へ
の
到
達
に
つ
い
て
は
、
空
海
請
来
の
密
教
経
典
に
お

い
て
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
平
城
京
の
十

地
思
想
が
密
教
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
場
合
、
安
祥
寺
で
の
造
像
が
こ
の
思
想

に
基
づ
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
安
祥
寺
で
の
盧
舎
那
仏
・
不
空
羂

索
観
音
像
の
制
作
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
十

地
思
想
や
千
手
観
音
信
仰
が
九
世
紀
の
真
言
密
教
に
ど
の
よ
う
に
形
を
変
え
て

受
け
継
が
れ
た
の
か
と
い
う
検
討
も
今
後
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

安
祥
寺
の
よ
う
に
、
真
言
寺
院
で
盧
舎
那
仏
像
と
不
空
羂
索
観
音
像
を
制
作
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し
た
例
も
あ
る
一
方
、
広
隆
寺
で
も
不
空
羂
索
観
音
像
と
千
手
観
音
像
が
制
作

さ
れ
て
い
た
。
制
作
年
代
は
千
手
観
音
像
の
方
が
不
空
羂
索
観
音
像
に
比
べ
て

降
る
と
見
ら
れ
る
が
、
両
像
と
も
『
広
隆
寺
資
財
校
替
実
録
帳
』（
寛
平
二
年

頃
成
立
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
不
空
羂
索
観
音
像
と
千
手
観
音
像
と
い
う
組

み
合
わ
せ
は
、
大
安
寺
華
厳
院
の
不
空
羂
索
・
千
手
観
音
・
盧
舎
那
仏
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
が
、
広
隆
寺
に
は
盧
舎
那
仏
や
釈
迦
如
来
の
像
は
九
世
紀
時
点
に

お
い
て
安
置
さ
れ
て
い
な
い
。
広
隆
寺
が
本
当
に
十
地
思
想
と
関
係
し
て
い
た

の
か
、
さ
ら
に
多
く
の
作
例
や
文
字
史
料
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
千
手
観
音
と

十
地
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
改
め
て
現
存
作
例
や
史
料
を
も
と
に
検
証
し
た
。

そ
の
結
果
、
十
地
の
菩
薩
を
導
く
と
い
う
、
不
空
羂
索
観
音
と
同
様
の
役
割
を

果
た
す
と
い
う
理
解
が
、
平
城
京
に
お
い
て
は
千
手
観
音
に
対
し
て
も
行
わ
れ

て
い
た
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
た
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
の
千
手
観
音
と
十
地

の
関
係
性
が
、
平
城
京
の
外
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
た
の
か
、
あ

る
い
は
ど
の
よ
う
に
九
世
紀
に
引
き
継
が
れ
た
か
、
本
稿
で
は
い
ま
だ
解
決
で

き
な
か
っ
た
問
題
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
、
未
解
決
な

謎
の
多
い
千
手
観
音
信
仰
の
解
明
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
。

【
注
】

（
1
）	『
千
手
千
眼
陀
羅
尼
経
残
巻
（
天
平
十
三
年
七
月
十
五
日
玄
昉
願
経
）』
奥
書

（『
寧
楽
遺
文
』
六
一
八
頁
）

（
2
）	

東
大
寺
上
院
地
区
に
関
す
る
主
な
研
究
は
、
福
山
敏
男
「
奈
良
朝
に
於
け
る

写
経
所
の
研
究
」（『
史
学
雑
誌
』
四
十
三
―
十
二
、
一
九
三
二
年
）、
堀
池

春
峰
「
金
鐘
寺
私
考
」（『
南
都
仏
教
』
二
、
一
九
五
五
年
五
月
）、
栄
原
永

遠
男
「
福
寿
寺
大
般
若
経
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
四
五
〇
、
一
九
八
五

年
十
一
月
）、吉
川
真
司「
東
大
寺
の
古
層
―
東
大
寺
丸
山
西
遺
跡
考
―
」（『
南

都
仏
教
』
七
十
八
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）、
上
原
真
人
「
東
大
寺
法
華
堂
の

創
建
―
大
養
徳
国
金
光
明
寺
説
の
再
評
価
―
」（『
考
古
学
の
学
際
的
研
究
―

濱
田
青
陵
賞
受
賞
者
記
念
論
文
集
Ⅰ
―
』
昭
和
堂
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）、

高
橋
照
彦
「
東
大
寺
前
身
寺
院
に
関
す
る
試
論
」（『
鹿
園
雑
集
』
五
、
二
〇

〇
三
年
三
月
）
な
ど
。

（
3
）	『
日
本
上
代
に
お
け
る
仏
像
の
荘
厳
』
研
究
成
果
報
告
書　

中
野
敬
子
氏
作

図
ト
レ
ー
ス
図
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）

（
4
）	

蓮
華
蔵
世
界
に
お
け
る
菩
薩
の
上
昇
に
つ
い
て
は
、
長
岡
龍
作
「
蓮
華
蔵
世

界
と
観
音—

草
創
期
東
大
寺
の
観
音
像
」（『
ザ
・
グ
レ
イ
ト
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
論
集
』
十
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
）
を
参
考
に
し
た
。

（
5
）	

稲
本
泰
生
「
東
大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
図
像
考—

大
仏
蓮
弁
線
刻
図
を
参
照

し
て
」（『
鹿
苑
雑
集
』
六
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

（
6
）	

真
田
尊
光「
唐
招
提
寺
創
建
当
初
の
戒
壇
と
現
金
堂
盧
舎
那
仏
像
に
つ
い
て
」

（『
南
都
仏
教
』
八
十
七
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）

（
7
）	

前
園
実
知
雄
「
考
古
学
か
ら
見
た
唐
招
提
寺
の
創
建
と
金
堂
の
建
立
」（『
佛

教
藝
術
』
二
八
一
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）

（
8
）	
奥
健
夫
「
唐
招
提
寺
盧
舎
那
仏
像
の
瞳
と
掌
へ
の
特
殊
な
工
作
に
つ
い
て
」

（『
仏
教
彫
像
の
制
作
と
受
容
―
平
安
時
代
を
中
心
に
』中
央
公
論
美
術
出
版
、
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奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

二
〇
一
九
年
六
月
）

（
9
）	

安
藤
更
生
『
鑑
真
』
新
装
版
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
二
月
）

（
10
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
五
十
一
、
九
九
三
頁
a
六
～
a
七

（
11
）	
小
林
太
市
郎
「
奈
良
朝
の
千
手
観
音
」（『
佛
教
藝
術
』
二
十
五
、
一
九
五
五

年
六
月
）

（
12
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
五
十
一
、
九
九
四
頁
b
十
一
～
b
十
二

（
13
）	

石
田
瑞
麿
『
鑑
真
―
そ
の
戒
律
思
想
―
』（
大
蔵
出
版
、一
九
七
四
年
一
月
）、

井
上
一
稔
「
鑑
真
和
上
像
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
化
史
学
』
五
十
五
号
、
一
九

九
九
年
十
一
月
）、眞
田
尊
光
『
鑑
真
と
唐
招
提
寺
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
一
年
三
月
）

（
14
）	

福
山
敏
男
『
奈
良
朝
の
東
大
寺
』（
高
桐
書
院
、
一
九
四
七
年
一
月
）

（
15
）	

天
平
十
七
年
八
月
二
十
五
日
「
種
々
収
納
銭
注
文
」（『
大
日
本
古
文
書
』
二

十
四
、
三
一
六
頁
）

（
16
）	

堀
池
春
峰
氏
前
掲
註
2

（
17
）	

天
平
十
六
年
十
二
月
「
金
光
明
寺
造
物
所
解
」（『
大
日
本
古
文
書
』
二
、
三

八
七
〜
三
八
八
頁
）

	

金
光
明
寺
造
物
所
解　

申
奉
請
経
事

	

華
厳
経
一
部 

六
十
卷

	

　

右
、
依
少
尼
公
去
天
平
十
六
年
十
二
月
四
日
宣
、
付
秦
麻
呂
奉
請
内
已
訖
、

	

又
一
部
八
十
巻

	

　

右
、
依
少
尼
公
同
月
廿
十
五
日
宣
、
付
秦
広
縄
奉
請
已
訖

	

以
前
、
為
今
講
說
件
経
切
要
、
仍

	

　

被
良
弁
大
徳
宣
、
為
今
講
説
、
件
経
充切
□

可
奉
、

	

右
為
今
請
者
依
宣
差
舍
人
原
且
奉
請
、
早
速
申
挙
令
奉
請
、
謹
解
、

（
18
）	

児
島
大
輔
「
東
大
寺
千
手
堂
銀
造
盧
舎
那
仏
像
と
良
弁
に
よ
る
上
院
地
区
の

再
編
」『
美
術
史
研
究
』
四
十
二
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
、
児
島
大
輔
「
白

銀
の
転
生
―
銀
仏
の
造
像
と
銀
器
の
転
用
―
」（『
東
大
寺
の
研
究
三　

東
大

寺
の
思
想
と
文
化
』
法
藏
館
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

（
19
）	

福
山
敏
男
「
大
安
寺
及
び
元
興
寺
の
平
城
京
へ
の
移
建
の
年
代
」（『
史
蹟
名

勝
天
然
紀
念
物
』
十
一
―
三
、
一
九
三
六
年
三
月
）、
福
山
敏
男
「
大
安
寺

花
嚴
院
と
宇
治
花
嚴
院
」（『
建
築
史
』
一
―
二
、
一
九
三
九
年
三
月
）、
堀

池
春
峰
「
華
厳
経
講
説
よ
り
み
た
良
弁
と
審
祥
」（『
南
都
仏
教
』
三
十
一
、

一
九
七
三
年
十
二
月
）

（
20
）	

天
平
感
宝
元
年
閏
五
月
十
日
「
進
送
大
安
寺
華
厳
紙
注
文
」（『
大
日
本
古
文

書
』
十
、
六
五
七
〜
六
五
八
頁
）

（
21
）	

天
平
感
宝
元
年
閏
五
月
二
十
八
日
「
東
大
寺
写
経
所
牒
」（『
大
日
本
古
文
書
』

十
、
六
六
二
頁
）

（
22
）	

天
平
感
宝
元
年
閏
五
月
十
三
日
「
東
大
寺
装
潢
所
紙
進
送
文
」（『
大
日
本
古

文
書
』
二
十
四
、
五
九
六
頁
）

（
23
）	

天
平
勝
宝
元
年
閏
五
月
十
一
日「
大
安
寺
造
仏
所
解
」（『
大
日
本
古
文
書
』三
、

二
三
七
〜
八
頁
）

（
24
）	「
天
平
廿
年
八
月
以
来
上
日
帳
」（『
大
日
本
古
文
書
』
十
、
三
四
〇
頁
）

（
25
）	「
天
平
廿
年
八
月
以
来
上
日
帳
」（『
大
日
本
古
文
書
』
十
、
三
四
〇
頁
）

（
26
）	『
東
大
寺
要
録
』巻
第
四
諸
院
章
第
四
附
神
社　

所
引
用「
弘
法
大
師
御
遺
告
」

（『
続
々
群
書
類
従
』
第
十
一
宗
教
部
六
十
九
頁
）

（
27
）	

池
田
源
太
「
岩
淵
寺
勤
操
と
平
安
佛
教
」（『
南
都
仏
教
』
五
、
一
九
五
八
年

十
月
）

（
28
）	

田
中
重
久
「
道
長
の
銀
仏
造
顕
・
修
理
と
四
天
王
寺
の
銀
光
背
」（『
古
代
史
』

十
三
、
一
九
六
七
年
三
月
）

（
29
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
十
、
二
九
九
頁
c
十
八
〜
c
二
十

（
30
）	
長
岡
龍
作
「
受
戒
と
仏
像
」（『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ア
ー
カ
イ
ヴ
―
東
ア
ジ
ア
美

術
研
究
の
可
能
性
』
勉
誠
社
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
）
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な
お
浅
井
和
春
氏
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
に
「
如
法
図
画
不
空
羂

索
観
世
音
菩
薩
。
如
大
自
在
天
首
戴
宝
冠
。
冠
有
化
阿
弥
陀
仏
。
被
鹿
皮
衣
。

七
宝
衣
服
珠
瓔
鐶
釧
。
種
種
荘
厳
執
持
器
杖
。」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』二
十
、

二
三
二
頁
b
五
〜
b
八
）
と
、
大
自
在
天
の
姿
に
似
る
要
素
の
一
つ
と
し

て
阿
弥
陀
の
化
仏
を
い
た
だ
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宝
冠
化

仏
の
尊
格
を
盧
舎
那
仏
で
は
な
く
阿
弥
陀
如
来
と
比
定
し
た
。浅
井
和
春「
寧

楽
仏
教
」（『
図
説
日
本
の
仏
教
』
一
「
奈
良
仏
教
」、
新
潮
社
、
一
九
八
九

年
三
月
）、
浅
井
和
春
「
法
華
堂
不
空
羂
索
観
音
像
の
成
立
」（『
日
本
美
術

全
集
』
四
「
東
大
寺
と
平
城
京
」、
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
六
月
）、
浅
井
和

春
「
不
空
羂
索
・
准
胝
観
音
像
」（『
日
本
の
美
術
』
三
八
二
、
一
九
九
八
年

三
月
）
よ
っ
て
法
華
堂
像
の
化
仏
の
尊
格
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
本
稿
で
は
銀
製
と
い
う
点
を
重
視
し
盧
舎
那
仏
の
化
身
と
し
て
の

釈
迦
如
来
で
あ
る
と
考
え
た
。

（
31
）	

浅
井
和
春
氏
前
掲
註
30

（
32
）	

長
岡
龍
作
氏
前
掲
註
4

（
33
）	『
資
財
帳
』
で
「
毘
盧
遮
那
如
来
像
・
不
空
羂
索
観
音
像
・
釈
迦
如
来
像
二
軀
・

脇
侍
像
二
軀
」
と
記
述
し
て
い
る
も
の
に
対
し
、「
已
上
六
仏
」
と
記
述
す

る
の
は
、
釈
迦
如
来
像
二
軀
に
対
し
て
脇
侍
像
が
そ
れ
ぞ
れ
二
軀
置
か
れ
た

と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
34
）	『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
碍
大
悲
心
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
新
脩

大
蔵
経
』
二
十
、
一
〇
七
頁
c
二
十
六
〜
一
〇
八
頁
a
三
）

（
35
）	『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
碍
大
悲
心
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
新
脩

大
蔵
経
』
二
十
、
一
〇
六
頁
b
二
十
）

（
36
）	「
須
陀
洹
」「
斯
陀
含
」「
阿
那
含
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や
パ
ー
リ
語
に

即
し
た
読
み
方
で
あ
り
、
漢
訳
経
典
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
預
流
」「
一
来
」「
不

還
」
と
呼
ば
れ
る
。『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
三
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
五

　

十
四
頁
a
四
〜
a
六
「
或
住
解
脱
知
見
蘊
。
或
住
預
流
果
。
或
住
一
來

果
。
或
住
不
還
果
。
或
住
阿
羅
漢
果
。」）

（
37
）	

こ
こ
ま
で
記
し
た
『
千
手
経
』
の
内
容
は
、
伊
藤
丈
『「
七
観
音
」
経
典
集
』

（
大
法
輪
閣
、
一
九
九
六
年
十
月
）
を
参
考
に
し
た
。

（
38
）	

長
岡
龍
作
氏
前
掲
註
4

（
39
）	

慧
沼
訳
『
十
一
面
神
呪
心
経
義
疏
』
は
『
大
日
本
古
文
書
』
で
は
天
平
十
六

年
八
月
二
十
九
日
付
の
「
律
論
疏
集
伝
等
本
収
納
并
返
送
帳
」
の
書
写
記
録

（
巻
第
八
、
一
九
一
頁
）
が
史
料
上
の
初
見
で
あ
る
。

（
40
）	

彌
永
信
美『
観
音
変
容
譚　

仏
教
神
話
学
Ⅱ
』（
法
藏
館
、二
〇
〇
二
年
七
月
）、

稲
本
泰
生
氏
前
掲
註
5
、
佐
久
間
留
理
子
『
観
音
菩
薩　

変
幻
自
在
な
姿
を

と
る
救
済
者
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
41
）	『
十
一
面
神
呪
心
経
義
疏
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
三
十
九
、
一
〇
〇
四
頁

c
二
十
三
〜
c
二
十
五
）

（
42
）	『
東
大
寺
要
録
』
八
「
雑
事
集
」
十
二
之
二
所
収
「
大
仏
殿
西
曼
荼
羅
左
右

縁
銘
文
」（『
続
々
群
書
類
従
』
十
一
）

（
43
）	

長
岡
龍
作
氏
前
掲
註
4

（
44
）	

堀
池
春
峰
氏
前
掲
註
19

（
45
）	

玄
蕃
寮
と
は
、
令
制
で
治
部
省
に
属
し
外
国
人
の
送
迎
接
待
や
僧
尼
の
名
籍

等
を
取
り
扱
っ
た
役
所
で
あ
り
、
玄
蕃
頭
は
そ
の
長
官
を
指
す
。（『
日
本
国

語
大
辞
典
』）

（
46
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
五
十
一
、
九
九
四
頁
b
十
一
～
b
十
二

（
47
）	

石
田
瑞
麿
氏
、
井
上
一
稔
氏
、
眞
田
尊
光
氏
前
掲
註
13

（
48
）	

藤
田
經
世
『
校
刊
美
術
史
料
』「
寺
院
篇
」
上
巻
五
十
七
頁
（
中
央
公
論
美

術
出
版
、
一
九
七
二
年
三
月
）

（
49
）	
長
岡
龍
作
氏
前
掲
註
4

（
50
）	

奥
健
夫
「
東
大
寺
法
華
堂
諸
尊
像
の
再
検
討
」（『
東
大
寺
の
新
研
究
』
一
「
東

美術44_01矢内悠葵氏1C_三[1-24].indd   22美術44_01矢内悠葵氏1C_三[1-24].indd   22 2023/02/24   10:57:102023/02/24   10:57:10



23

奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―

大
寺
の
美
術
と
考
古
」、
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
51
）	

児
島
大
輔
氏
前
掲
註
18

（
52
）	
児
島
大
輔
氏
前
掲
註
18

（
53
）	
丸
山
士
郎
「
葛
井
寺
の
千
手
観
音
菩
薩
像
」（
特
別
展
図
録
『
仁
和
寺
と
御

室
派
の
み
ほ
と
け
―
天
平
と
真
言
密
教
の
名
宝
―
』
東
京
国
立
博
物
館
、
二

〇
一
八
年
一
月
）

（
54
）	

近
藤
暁
子「
葛
井
寺
千
手
観
音
菩
薩
像
小
考
―
そ
の
制
作
事
情
に
関
し
て
―
」

（『
美
術
史
学
』
二
十
、
一
九
九
九
年
十
一
月
）

（
55
）	

松
田
誠
一
郎
「
八
世
紀
の
胸
飾
に
お
け
る
伝
統
の
形
成
と
新
様
の
需
要
に
つ

い
て
（
上
）（
下
）」（『M

U
SEU

M

』
四
二
二
・
四
二
三
、一
九
八
六
年
五
月
・

六
月
）
な
お
松
田
氏
は
、
葛
井
寺
像
の
制
作
時
期
は
鑑
真
来
朝
以
後
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

（
56
）	

松
田
誠
一
郎
氏
前
掲
註
55

（
57
）	

丸
尾
彰
三
郎
「
三
殊
勝
の
千
手
観
音
―
葛
井
寺
本
尊
像
―
」（『
大
和
文
華
』

二
十
、
一
九
五
六
年
六
月
）

（
58
）	

山
岸
公
基
「
盛
唐
の
千
手
観
音
彫
像
と
葛
井
寺
千
手
観
音
像
」（『
佛
教
藝
術
』

二
六
二
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）
に
て
、
盛
唐
〜
中
唐
の
千
手
観
音
像
十
体
の

概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
59
）	

松
浦
正
昭
「
法
華
堂
天
平
美
術
新
論
」（『
南
都
仏
教
』
八
十
二
、
二
〇
〇
二

年
十
二
月
）

（
60
）	

山
岸
公
基
氏
前
掲
註
58

（
61
）	

近
藤
暁
子
氏
前
掲
註
54

（
62
）	

伊
東
史
朗
「
道
成
寺
の
仏
像 

附 

道
成
寺
縁
起
と
安
珍
清
姫
像
」（『
古
寺
巡

礼 

道
成
寺
の
仏
た
ち
と
「
縁
起
絵
巻
」』
東
京
美
術
、
二
〇
一
四
年
九
月
）

（
63
）	

水
野
正
好
「
道
成
寺
の
発
掘
調
査
」（『
佛
教
藝
術
』
一
四
二
、
一
九
八
三
年

五
月
）

（
64
）	

西
川
杏
太
郎
「
大
谷
磨
崖
仏
の
沿
革
と
現
状
」（『
特
別
史
蹟
重
要
文
化
財
大

谷
磨
崖
仏
保
存
修
理
報
告
書
』
大
谷
寺
、
一
九
六
五
年
三
月
）

（
65
）	

鷲
塚
泰
光
「
石
仏
」（『
日
本
の
美
術
』
一
四
七
、
一
九
七
八
年
八
月
）

（
66
）	

北
口
英
雄
「
大
谷
磨
崖
仏
と
石
心
塑
像
」（『
栃
木
県
の
仏
像
・
神
像
・
仮
面
』、

二
〇
一
九
年
八
月
）、
大
澤
伸
啓
・
大
澤
優
子
「
大
谷
磨
崖
仏
と
山
寺
」（『
季

刊
考
古
学
』
一
五
六
、
雄
山
閣
、
二
〇
二
一
年
八
月
）

（
67
）	『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
八
上
釈
家
部
、
一
二
八
〜
一
三
二
頁

	

な
お
『
捕
陀
落
山
建
立
修
行
日
記
』
に
は
、
勝
道
が
中
禅
寺
（
現
在
の
日
光

山
輪
王
寺
）
に
丈
六
の
千
手
観
音
像
を
安
置
し
た
こ
と
な
ど
も
記
載
さ
れ
て

い
る
。

（
68
）	

深
沢
麻
里
沙
「
大
谷
寺
と
下
野
薬
師
寺
」（『
開
館
四
十
周
年
記
念
特
別
企
画

展　

鑑
真
和
上
と
下
野
薬
師
寺　

天
下
三
戒
壇
で
つ
な
が
る
信
仰
の
場
』
栃

木
県
立
博
物
館
、
二
〇
二
二
年
九
月
）

（
69
）	『
国
史
大
系
』
二
〇
二
頁

（
70
）	『
国
史
大
系
』
五
九
六
頁

（
71
）	

長
岡
龍
作
『
仏
像
―
祈
り
と
風
景
―
』（
敬
文
舎
、
二
〇
一
四
年
一
月
）

（
72
）	

逵
日
出
典
『
奈
良
朝
山
岳
寺
院
の
研
究
』（
名
著
出
版
、
一
九
九
一
年
二
月
）

（
73
）	

た
だ
し
、
人
形
浄
瑠
璃
や
「
壺
阪
寺
霊
験
記
」
に
見
ら
れ
る
眼
病
封
じ
の
説

話
は
、
長
仁
の
説
話
と
は
全
く
異
な
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
74
）	「
若
為
眼
闇
無
光
明
者
。
当
於
日
精
摩
尼
手
。」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
十
、

一
一
一
頁
a
十
一
〜
a
十
二
）

（
75
）	『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
八
上
釈
家
部
『
寺
門
高
僧
記
』
七
十
二
頁

（
76
）	

奥
健
夫
「
東
大
寺
法
華
堂
八
角
二
重
壇
小
考
」（『
佛
教
藝
術
』
三
〇
六
、
二

〇
〇
九
年
九
月
）

（
77
）	
浅
井
和
春
氏
は
、
不
空
羂
索
観
音
像
と
執
金
剛
神
像
が
一
具
と
し
て
安
置
さ

れ
た
と
考
え
た
。（
浅
井
和
春
氏
前
掲
註
30
）
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（
78
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
十
八
、
一
頁
b
四
〜
b
五

（
79
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
十
、
七
十
二
頁
a
十
〜
a
十
一

（
80
）	
鎌
田
茂
雄
・
河
村
孝
照
・
中
尾
良
信
・
福
田
亮
成
・
吉
元
信
行
『
大
蔵
経
全

解
説
大
事
典
』

（
81
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
十
、
七
十
三
頁
b
八
〜
b
十
一

（
82
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
十
、
七
十
八
頁
b
十
九
〜
b
二
十
九

（
83
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
十
、
八
十
二
頁
a
十
六

【
挿
図
出
典
】

図
1　
『
お
水
取
り
』
展
図
録
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
一
年
二
月
）

図
2　
『
日
本
上
代
に
お
け
る
仏
像
の
荘
厳
』
研
究
成
果
報
告
書　

中
野
敬
子
氏

作
図
ト
レ
ー
ス
図
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）

図
3　
『
魅
惑
の
仏
像
』
二
「
千
手
観
音　

奈
良
・
唐
招
提
寺
金
堂
」（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
八
六
年
四
月
）

図
4　
『
名
宝
日
本
の
美
術
』
四
「
東
大
寺
」（
小
学
館
、
一
九
九
〇
年
七
月
）

図
5　
『
仁
和
寺
と
御
室
派
の
み
ほ
と
け
―
天
平
と
真
言
密
教
の
名
宝
―
』
展
図

録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

図
6　
『
道
成
寺
と
日
高
川
―
道
成
寺
縁
起
と
流
域
の
宗
教
文
化
―
』
展
図
録
（
和

歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
十
月
）

図
7　
『
日
本
の
美
術
』
一
四
七
「
石
仏
」（
至
文
堂
、
一
九
七
八
年
八
月
）

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
令
和
三
年
度
に
東
北
大
学
文
学
研
究
科
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一

部
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
東
北
大
学
文
学
研
究

科
の
長
岡
龍
作
教
授
、
杉
本
欣
久
准
教
授
よ
り
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
東

北
大
学
文
学
部
東
洋
・
日
本
美
術
史
研
究
室
の
皆
さ
ま
に
は
、
多
く
の
ご
助
言
を

賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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（　）

奈
良
時
代
に
お
け
る
千
手
観
音
の
造
像
と
役
割

―
平
城
京
の
事
例
に
着
目
し
て

―
（
1
～
24
）

2

which belongs to the Shingon Sect. There is a strong possibility that Ten Places 
philosophy in the Nara period was inherited by Esoteric Buddhism. In the future, it 
will be a challenge to clarify in what form the Nara period Shingon Esoteric Buddhism 
of the 9th century inherited the Thousand-armed Kannon.
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1

Summary

Sculptures and Roles of Thousand-armed Kannon 
Bosatsu in the Nara Period:
Focusing on the case of Heijokyo

Yuki YANAI

There are few extant examples of Nara period statues of the Thousand-armed 
Kannon, and the actual nature of the belief in this deity is still unknown. This paper 
focuses on the existing examples of the Thousand-Armed Kannon in Heijokyo 
during the Nara period, as well as examples of its creation in historical documents, 
and analyzes the background and roles of each. Furthermore, this article aims to 
clarify what role was expected of the Thousand-Armed Kannon in the context of the 
historical background of Japan during the Nara period.

In the first section, this paper summarizes existing examples of the statue and 
historical examples of its creation in two sections in order to clarify the background of 
the production of the Thousand-Armed Kannon in Heijokyo during the Nara period.

In the second section, this article examines the possibility that the Thousand-
Armed Kannon was asked to play the role of guiding the bodhisattvas of the Ten 
Places by examining the two characteristics this paper has focused on in the first 
section, namely, its relationship with silver statues of Buddha and the fact that it was 
often placed together with statues of Rushanabutsu or Shakyamuni Nyorai. 

Summarizing this study up to this point, this paper concludes that statues of the 
Thousand-armed Kannon Bosa-tsu in the temples of Heijokyo show a relationship 
with Rushanabutsu and were expected to play a role in guiding the Ten States of the 
Flower Garland Sutra. Next, this article summarizes the examples of statue making 
listed in the previous chapters in chronological about understanding of the relationship 
between the Thousand-armed Kannon and the Flower Garland Sutra. On the other 
hand, this article could not find any relationship with the idea of the Flower Garland 
Sutra in the statues of the Thousand-armed Kannon outside of Heijokyo.

Finally, this paper mentions the possibility that part of the relationship between 
the Kannon and the Ten States of the Flower Garland Sutra established in Heijo-kyo 
in the Nara period was carried over into the 9th century. As mentioned in second 
section, there was a silver statue of Vairocana Buddha enshrined at Anshoji-temple, 
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